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市民に開かれた安曇�野市議会をめざして野市議会をめざして

議長・副議長就任あいさつ

こ
の
度
、
副
議
長
と
し
て
２
年
間
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

安
曇
野
市
は
合
併
し
て
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
旧
５
町
村
が
お
互
い

の
理
解
を
深
め
る
努
力
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
後
半
２
年
は
新
市
と

し
て
の
事
業
も
、
特
に
行
政
の
組
織
機
能
を
踏
ま
え
た
安
曇
野
市
本
庁
舎
の
建
設
問

題
、
旧
町
村
に
よ
り
異
な
っ
て
い
る
土
地
利
用
の
方
向
性
な
ど
、
ま
た
、
福
祉
や
教

育
の
面
で
も
よ
り
具
体
的
で
難
し
い
事
案
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
付
託
に
応
え
る
た
め
に
、
議
会
は
よ
り
高
度
な
機
能
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地

方
分
権
が
進
む
自
治
体
運
営
の
中
、
議
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
立
場
で
、
我
が
安
曇
野

市
の
議
会
の
あ
り
方
を
再
確
認
、
再
検
討
し
て
議
会
改
革
を
し
、
行
政
と
議
会
は
一

定
の
距
離
を
保
ち
毅
然
と
し
た
議
会
と
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
議
員
全
員
が
、
議
員
と
し
て
、
議
会
と
し
て
、
会
派
や
地
域
に
と
ら
わ
れ

な
い
真
の
議
論
が
で
き
る
よ
う
、
つ
な
ぎ
役
と
し
て
も
勤
め
て
い
き
ま
す
。
皆
様
の

ご
助
言
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

安曇野市議会副議長

松　尾　　　宏

議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
不
肖
、
私
が
引
き
続
き
議
長
に
就
任
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

市
民
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
に
、
民
主
的
で
透
明
度
の
あ
る
開
か
れ
た
議
会
を
引

き
続
き
推
進
し
、
中
立
・
公
正
を
最
大
の
目
標
と
し
、
誠
心
誠
意
こ
の
職
務
を
全
う

す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
、
安
曇
野
市
民
憲
章
と
総
合
計
画
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
田
園
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
、
土
地
利
用
計
画
、

地
域
福
祉
計
画
、
環
境
基
本
計
画
な
ど
順
次
策
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
計
画
に
基

づ
い
た
事
業
は
、
市
民
の
融
和
と
合
意
を
図
り
、
健
全
財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
実
行

し
て
頂
き
、
一
体
感
の
醸
成
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
議
会
に
安
曇
野
市
本
庁
舎
建
設
等
検
討
市
議
会
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
庁
舎
建
設
等
に
つ
い
て
十
分
に
調
査
検
討
し
て
、
市
当
局
に
反
映
す

べ
く
提
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

安曇野市議会議長

水　谷　嘉　明
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市民に開かれた安曇��野市議会をめざして市民に開かれた安曇�

◆内田洋子氏の教育委員の任命について、同意しました。（任期　平成19年11月９日から４年）

◆青柳圭二氏の監査委員の選任について、同意しました。（任期　平成19年10月31日から平成21年10月22日）

委員会等の構成が新しくなりました

人　事　案　件

松 本 広 域 連 合 議 会 議 員  
安曇野・松本行政事務組合議会議員 

安曇野松筑広域環境施設組合議会議員 
 
松塩筑木曽老人福祉施設組合議会議員 

穂 高 広 域 施 設 組 合 議 会 議 員
 

 
安 曇 野 市 民 生 委 員 推 薦 会 委 員  
安曇野市社会福祉協議会（理事・評議員） 
安 曇 野 市 都 市 計 画 審 議 会 委 員  
安曇野赤十字病院建設支援検討委員会委員 

3．組合議会等議員 

2．特別委員会 

（平成20年1月1日現在）  

組 合 議 会 等 名 称  構　　成　　議　　員 （議席番号順） 
栗原　定美　　丸山　祐之　　松澤　好哲　　山田　高久　　水谷　嘉明 

等々力　等　　宮澤　孝治　　浅川　保門　　松澤　好哲 

松森　幸一　　平林　徳子　　吉田　満男　　浜　　昭次　　小林　紀之 
高山　喬樹　　本郷　敏行　　草深　　温　　青柳　吉宏　　水谷　嘉明 

下里　喜代一 

小林　純子　　等々力　等　　藤原　広徳　　藤森　康友　　高山　一栄 
黒岩　宏成　　青柳　吉宏　　松尾　　宏　　水谷　嘉明 

丸山　祐之　　松澤　好哲 

水谷　嘉明　　平林　徳子 

松澤　好哲　　宮下　明博　　高山　一栄 

丸山　祐之 

1．常任委員会 ◎委員長　○副委員長 

委 員 会 名  所 管 事 項  氏　　名  

◎委員長　○副委員長 

委 員 会 名  所 管 事 項  氏　　名  

総務委員会 

 

環境経済委員会 

 

福祉教育委員会 

 

建設水道委員会 

 

議会運営委員会 

（定数7人） 
平成19年11月7日から 

（定数７人） 
平成19年11月7日から 

（定数７人） 
平成19年11月7日から 

（定数６人） 
平成19年11月7日から 

（定数８人） 
平成19年11月7日から 

（定数10人） 
平成19年12月7日から 

議会広報特別委員会 

安曇野市本庁舎建設等 
検討市議会特別委員会 

（定数12人） 
平成19年12月21日から 

総務部、企画財政部、会計課、監査委員、選挙管理委員会、
公平委員会、固定資産評価審査委員会、議会事務局の
所管に属する事項、他の委員会の所管に属さない事項 

市民環境部、産業観光部、農業委員会の所管に属す
る事項 

健康福祉部、福祉事務所、教育委員会の所管に属す
る事項 

総合的かつ計画的な本庁舎の建設等についての調査
及び検討に関すること 

都市建設部、上下水道部の所管に属する事項 

議会の会期及び議事日程等議会運営上必要な事項 

「安曇野市議会だより」の編集及び運営に関する事項 

◎高山　一栄　○松澤　好哲　浅川　保門 
　高山　喬樹　　黒岩　宏成　松尾　　宏 

◎平林　徳子　○山田　高久　下里喜代一 
　小林　純子　　宮澤　孝治　青柳　圭二 
　宮下　明博 

◎西澤　韶修　○大月　晃雄　栗原　定美 
　平林　徳子　　浜　　昭次　松澤　好哲 
　藤森　康友　　高山　喬樹 

◎黒岩　宏成　○松森　幸一　下里喜代一 
　宮澤　孝治　　丸山　祐之　吉田　満男 
　浜　　昭次　　小林　紀之　高山　喬樹 
　松尾　　宏 
◎藤原　広徳　○高山　喬樹　下里喜代一 
　松森　幸一　　宮澤　孝治　丸山　祐之 
　吉田　満男　　小林　紀之　松澤　好哲 
　藤森　康友　　宮下　明博　黒岩　宏成 

◎浜　　昭次　○等々力　等　松森　幸一 
　大月　晃雄　　藤原　広徳�吉田　満男 
　青柳　吉宏 

◎本郷　敏行　○丸山　祐之　栗原　定美 
　小林　紀之　　藤森　康友　草深　　温 
　西澤　韶修 
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12月定例会で決まりました12月定例会で決まりました

平成19年度安曇野市一般会計補正予算（第3号）など

平成19年安曇野市議会12月定例会は12月４日開会し、会期18日間をもって
12月21日に閉会しました。この間、市長提出議案など35件が審議されました。

福祉医療給付事業補助金 

農業経営強化対策推進費補助金 

減債基金繰入金 

芸術文化施設整備基金繰入金 

分収造林事業基金繰入金 

総務費雑入 

農林水産業費雑入 

まちづくり交付金事業債 

交流学習センター建設事業債 

1　主な歳入補正 

2　主な歳出補正 

補正予算額 

補正前の予算額 

補正後の予算額 

2億9,850万円 

334億5,650万円 

337億5,500万円 

科　目 

1,716万9千円 

1,200万円 

△１億220万円 

1,891万1千円 

1,155万円 

1,067万2千円 

7,288万円 

△2億570万円 

4億4,700万円 

増（減）見積額 

福祉医療費の増額に伴う県補助金の増額 

担い手育成確保事業に対する県補助金が不確定であったが、対象と認められたことによる追加 

基金繰入金の減額 

穂高交流学習センター建設に伴う財源としての基金繰入 

旧堀金外１町１村山林組合の山林管理負担金を国へ支払う財源としての基金繰入金 

松本広域連合派遣職員増員分（2名）の人件費分外 

トマト栽培施設利用料（7,180万円）の追加外 

まちづくり交付金事業の国交付金との財源振替及び穂高駅西口広場整備事業の延期による地方債の減額 

穂高交流学習センター建設に伴う地方債の増額 

主　な　内　容 

一般管理費 

基金積立金 

福祉医療費給付事業 

児童手当給付金 

公立保育園費 

林業振興事業 

まちづくり交付金事業 

区画整理事業 

非常備消防費 

明科給食センター費 

交流学習センター事業 

事　業　名 

891万3千円 

1,113万7千円 

3,727万6千円 

940万円 

4,635万3千円 

1,180万3千円 

△1,892万2千円 

△2億5,921万円 

△977万8千円 

△862万2千円 

4億4,266万円 

増（減）見積額 

30時間／週勤務職員の社会保険適用の指導による社会保険料の増額（1,494万1千円）外 

基金運用方法改善による財政調整基金外の利子積立金の増額 

給付状況に基づく乳幼児医療費の増額（3,433万8千円）外 

児童手当給付対象者の増加による給付金の増額 

臨時保育士の増加による賃金の増額(4,332万円)外 

旧堀金外１町１村山林組合の山林管理負担金の追加（1,155万円）外 

穂高1級4号線の用地交渉の難航による事業縮小による減額外 

区画整理組合設立認可の遅れによる事業延期による減額 

退職消防団員の見込み違いによる退職報償金の減額（△884万2千円）外 

給食センター解体工事入札による差額の減額（△1,184万2千円）外 

建築設計委託基準の作成による設計費の減額（△2,419万7千円） 
穂高交流学習センター建設開始による工事請負費等の増額（4億6,550万円）外 

主　な　内　容 

平成19年度一般会計補正予算（第3号）の概要等 
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穂高交流学習センター完成予想図

図
書
館
の
必
要
性
は
あ
る

が
、
位
置
付
け
、
場
所
、
住
民

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
つ
い
て
、

ま
た
、
財
政
問
題
か
ら
十
分
検

討
す
る
余
地
が
あ
る
。

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

事
業
補
正
に
つ
い
て

平
成
19
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

国
保
税
（
料
）
と
住
民
税
の
賦
課
・
徴
収
に

関
す
る
陳
情
書
に
つ
い
て

不
採
択
と
決
定

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止
・
撤
回
を

求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

不
採
択
と
決
定

真
に
必
要
な
道
路
整
備
に
要
す
る
財
源
の
確
保
に
関
す
る

要
望
に
つ
い
て
の
陳
情

採
択
と
決
定

将
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
負
の
遺
産
を
残
さ
な
い

た
め
の
陳
情
に
つ
い
て

不
採
択
と
決
定

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る

意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情

不
採
択
と
決
定

必
要
な
時
必
要
な
医
療
が
受

け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
行
政
の

一
義
的
使
命
で
あ
り
、
最
大

限
の
行
政
努
力
を
求
め
る
こ

と
は
当
然
で
あ
る
。

住
民
税
率
の
所
得
再
分
配

機
能
が
弱
め
ら
れ
て
い
る
と

の
陳
情
で
あ
り
、
税
体
系
に

は
応
能
負
担
と
い
う
原
則
が

あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
税
体

系
が
保
た
れ
て
い
る
。
現
状

で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
よ

り
減
免
措
置
を
講
じ
て
お
り
、

市
税
条
例
で
は
告
示
（
注

『「
安
曇
野
市
税
減
免
取
扱
規

程
」
平
成
17
年
10
月
告
示
第

24
号
』）、
国
保
税
条
例
で
は

規
則
で
制
度
的
に
カ
バ
ー
し

て
い
る
。

施
設
整
備
は
、
福
祉
と
教
育

の
充
実
を
目
指
す
重
要
施
策
と

し
て
進
め
る
事
業
で
、
新
市
合

併
後
全
市
的
な
視
点
か
ら
検
討

を
進
め
て
き
た
。
財
政
的
に
も

当
初
計
画
よ
り
削
減
さ
れ
、
長

期
的
財
政
見
通
し
の
健
全
性
に

た
っ
た
事
業
で
あ
る
。

全
て
の
国
民
が
生
命
を
維

持
し
、
健
康
で
生
き
ら
れ
、

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

特
定
財
源
は
、
国
道
・
県
道

等
、
普
及
率
が
５
％
の
時
ス
タ

ー
ト
し
、
現
在
97
％
で
あ
り
、

三
大
都
市
の
循
環
道
路
に
使
わ

れ
て
い
る
。
一
般
財
源
化
し
、

建
設
費
・
社
会
福
祉
費
に
使
う

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

道
路
特
定
財
源
は
、
緊
急

か
つ
計
画
的
な
道
路
整
備
を

す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
の

使
命
を
担
い
、
着
実
な
道
路

整
備
が
さ
れ
て
き
た
。
地
方

の
遅
れ
た
道
路
整
備
の
促
進

と
、
地
域
間
格
差
に
も
対
応

し
た
、
本
来
の
目
的
で
あ
る

道
路
整
備
を
す
る
財
源
は
、

必
要
で
あ
る
。

歯
を
早
く
治
す
、
治
療
す
る

時
期
に
進
め
る
こ
と
は
大
事
な

こ
と
で
あ
り
、
歯
科
医
療
費
の

自
己
負
担
の
軽
減
が
強
く
望
ま

れ
て
い
る
。

多
く
の
国
民
の
健
康
保
持

と
、
国
民
医
療
費
の
節
減
に
も

逆
行
す
る
。

歯
や
口
腔
の
機
能
が
全
身
の

健
康
に
果
た
す
役
割
は
大
き

い
。
保
険
適
用
の
拡
大
を
望
む

治
療
に
つ
い
て
、
そ
の
範
囲
が

具
体
的
で
な
く
、
治
療
費
が
ど

う
な
る
の
か
不
透
明
で
あ
る
。

保
険
適
用
の
拡
大
は
医
療
費
負

担
が
増
加
し
、
国
保
税
等
引
き

上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
具
体
的

な
治
療
行
為
に
つ
い
て
議
論
す

べ
き
と
思
う
。

こ
の
問
題
は
75
歳
以
上
の

人
か
ら
保
険
料
を
別
個
に
取

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
今
、

高
齢
者
は
大
変
な
生
活
で
あ

り
、
そ
の
中
か
ら
保
険
料
を

取
る
と
い
う
み
じ
め
な
方
向

で
は
い
け
な
い
し
、
医
療
範

囲
も
決
め
ら
れ
、
病
院
か
ら

追
い
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

老
齢
者
が
暮
ら
し
て
い
け
る

政
策
が
必
要
で
あ
り
、
国
に

中
止
・
撤
回
を
求
め
る
べ
き

だ
。

今
回
の
医
療
制
度
改
革
は
、

医
療
費
適
正
化
の
総
合
的
な
推

進
、診
療
報
酬
な
ど
の
見
直
し
、

超
高
齢
化
社
会
を
展
望
し
た
新

た
な
医
療
保
険
制
度
体
系
の
実

現
な
ど
の
見
直
し
で
あ
り
、
増

大
す
る
医
療
費
に
対
し
て
受
益

者
負
担
の
原
則
か
ら
、
費
用
負

担
の
役
割
を
明
確
に
す
る
目
的

で
あ
る
。
高
齢
者
の
心
身
の
特

性
に
合
っ
た
診
療
報
酬
体
系
を

構
築
し
、
介
護
保
険
と
の
連
携

も
視
野
に
入
れ
た
見
直
し
で
あ

り
、
決
し
て
差
別
す
る
も
の
で

は
な
い
と
考
え
る
。

全
て
の
財
政
状
況
を
分
か
り

や
す
く
公
開
す
る
。
交
流
学
習

セ
ン
タ
ー
は
市
内
３
カ
所
必
要

か
。
穂
高
地
区
の
交
流
学
習
セ

ン
タ
ー
の
計
画
地
は
地
元
で
十

分
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

１，
７
５
０
名
の
署
名
が
添
え

て
あ
る
。

将
来
あ
る
子
ど
も
達
に
、
読

書
環
境
を
整
え
る
贈
り
物
で
あ

り
、
３
カ
所
必
要
か
は
、
施
設

検
討
委
員
会
で
検
討
さ
れ
、
公

聴
会
二
回
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

五
回
開
催
さ
れ
十
分
検
討
さ
れ

た
と
理
解
す
る
。
穂
高
地
域
審

議
会
で
も
場
所
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
、
財
政
的
に
も
、
積
立
て

基
金
、
交
付
金
・
補
助
金
、
合

併
特
例
債
で
運
用
計
画
を
し
て

い
る
。
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ

い
て
は
既
に
犀
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
整
備
し
て
あ
る
。

賛
成
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

12月定例会で決まりました12月定例会で決まりました
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代表質問

会
派
代
表
質
問
〜
五
一
会
〜

市
行
政
執
行
の

基
本
的
な
姿
勢
は

医
師
不
足
・
農
業
政

策
・
生
活
弱
者
・
子
育
て

支
援
な
ど
基
本
姿
勢
を
伺
う
。

（
市
長
）
三
年
間
続
い

た
「
三
位
一
体
改
革
」
に

お
い
て
、
結
果
的
に
は
、
自
治

体
が
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い

ら
れ
た
。
職
員
の
定
員
適
正
化

計
画
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
か
な
い
、
簡
素
で
効
率

的
な
行
財
政
経
営
を
推
進
し
な

が
ら
、
行
政
経
費
の
削
減
、
抑

制
に
努
め
財
政
の
健
全
化
を
第

一
に
考
え
て
い
る
。

国
の
医
療
制
度
改
革
と
新
医

師
臨
床
研
修
制
度
が
結
果
的
に

地
方
の
医
師
不
足
を
加
速
さ
せ

た
。
地
域
に
と
っ
て
重
大
な
問

題
で
あ
り
、
そ
の
解
決
に
努
力

は
し
て
い
る
が
、
地
方
自
治
体

の
能
力
を
は
る
か
に
超
え
て
い

る
。農
業
の
体
質
強
化
の
た
め
、

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
等

が
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

農
業
に
意
欲
を
持
た
せ
よ
う
と

し
た
反
面
、
農
産
物
価
格
の
低

迷
で
大
変
不
満
が
残
る
結
果
で

あ
り
、
効
率
的
、
安
定
的
な
農

業
者
及
び
集
落
営
農
等
多
様
な

担
い
手
の
育
成
に
努
力
し
て
い

く
。

教
育
の
改
革
が
叫
ば
れ

て
い
る
。
生
き
る
力
を
育

て
る
基
本
的
な
取
り
組
み
を
伺

う
。

（
教
育
長
）
生
涯
に
わ

た
っ
て
意
欲
的
に
学
び
続

け
る
た
く
ま
し
い
人
間
を
育
て

る
た
め
、
課
題
解
決
的
な
学
習

及
び
体
験
的
な
学
習
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
大
事
に
考

え
て
い
る
。

任
期
後
半
の
基
本
的
考
え
は

旧
５
町
村
の
事
務
事
業

の
統
一
は
、
ほ
ぼ
で
き
た

と
承
知
し
て
よ
い
か
。

（
市
長
）
事
業
の
統
一

化
は
現
在
86
％
。
本
庁
舎

問
題
・
行
政
組
織
の
あ
り
方
・

土
地
利
用
計
画
・
上
下
水
道
事

業
の
統
一
な
ど
は
、
ま
だ
時
間

が
か
か
る
。
土
地
利
用
は
市
民

検
討
委
員
会
と
土
地
利
用
調
査

専
門
委
員
会
で
検
討
中
で
あ

り
、
平
成
23
年
度
計
画
策
定
を

目
指
し
て
い
る
。

（
企
画
財
政
部
長
）
合

併
協
定
書
に
盛
ら
れ
た
545

項
目
の
う
ち
、
470
項
目
に
あ

た
る
86
％
が
調
整
済
み
。

残
り
75
項
目
が
未
調
整
の
状

況
で
あ
る
。

市
民
の
一
体
感
を
醸
成

す
る
本
庁
舎
建
設
と
、
総

合
支
所
の
地
域
に
お
け
る
機
能

に
つ
い
て
伺
う
。

（
市
長
）
10
月
、
本
庁

舎
等
建
設
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
必
要
性
・
規
模
・

機
能
・
場
所
の
要
件
・
付
随
施

設
や
既
存
施
設
の
活
用
方
法
な

ど
、
ま
た
、
総
合
支
所
の
利
活

用
機
能
等
も
並
行
し
て
検
討
し

て
い
く
。行

政
改
革
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
行
政
能
力
向
上

の
基
本
的
な
方
策
を
伺
う
。

（
総
務
部
長
）
①
法
令

遵
守
の
徹
底
が
第
一
。
事

務
手
続
の
見
直
し
、
チ
ェ
ッ
ク

体
制
を
強
化
す
る
。
②
人
材
育

成
の
方
策
。
望
ま
れ
る
広
い
視

野
と
先
見
性
は
、
各
人
の
不
断

の
情
報
収
集
等
よ
り
養
わ
れ

る
。
こ
の
た
め
自
己
啓
発
を
基

本
と
し
た
研
修
を
中
心
に
資
格

取
得
に
も
力
を
入
れ
る
。
③
専

門
職
員
の
確
保
は
、
保
健
師
、

社
会
福
祉
士
等
計
画
的
に
補
充

し
、
建
築
士
そ
の
他
も
順
次
採

用
を
進
め
る
。
④
健
康
管
理
と

予
防
は
、
健
康
診
断
、
人
間
ド

ッ
ク
、
ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
。

「
ア
ル
プ
ス
に
育
ま
れ
、

こ
こ
ろ
輝
く
、
田
園
都
市
、

安
曇
野
」
の
将
来
都
市
像
は
、

農
業
な
く
し
て
語
れ
な
い
。
市

と
し
て
で
き
る
環
境
整
備
は
な

に
か
。（

市
長
）
土
地
利
用
計

画
は
大
変
困
難
な
問
題
で

あ
り
、
土
地
利
用
市
民
検
討

委
員
会
、
土
地
利
用
構
想
調

査
専
門
委
員
会
で
並
行
し
て

検
討
し
、
目
指
す
目
標
像
、

基
本
方
針
、
基
本
原
則
を
固

め
、
目
標
年
度
の
平
成
23
年

度
の
計
画
策
定
ま
で
、
多
く

の
課
題
が
あ
る
。

子
育
て
支
援
は
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
環
境
整
備

に
つ
い
て
基
本
方
針
を
伺
う
。

（
市
長
）
保
育
園
の
整

備
は
、
合
併
以
来
最
優
先

事
業
と
し
、
計
画
的
に
進
め
て

い
る
。
幼
稚
園
を
希
望
す
る
人

た
ち
の
た
め
に
、「
認
定
こ
ど

も
園
」
制
度
を
考
え
、
そ
の
課

題
の
解
消
に
向
け
事
業
を
進
め

て
い
る
。
病
児
保
育
、
病
後
児

保
育
も
検
討
し
て
い
る
。

旧
町
村
が
立
ち
上
げ

た
、
第
３
セ
ク
タ
ー
な
ど

の
扱
い
は
将
来
ど
う
し
て
い
く

か
。

（
市
長
）「
出
資
法
人
あ

り
方
専
門
委
員
会
」
か
ら
、

短
・
中
・
長
期
的
観
点
に
た
っ

て
今
後
の
方
向
性
の
検
討
を
い

た
だ
き
、
市
と
し
て
の
考
え
を

整
理
し
た
い
。

上
水
道
使
用
料
の
統
一

は
必
要
で
あ
る
。
ど
う
考

え
て
い
る
か
。
ま
た
三
郷
地
区

の
水
源
対
策
は
。

（
市
長
）
２
年
計
画
で
、

市
と
し
て
の
水
道
事
業
計

画
を
策
定
し
、
そ
の
計
画
に
基

づ
き
旧
５
町
村
の
事
業
統
合
に

努
力
し
た
い
。
三
郷
地
区
で
の

水
源
問
題
も
そ
の
中
で
解
消
し

た
い
。

野
球
場
建
設
の
状
況

は
。

（
教
育
次
長
）
県
営
野

球
場
の
誘
致
を
考
え
調
査

し
て
い
る
。

平
成
20
年
度
の
諸
課
題

に
取
り
組
む
基
本
的
考
え

と
し
て
、
予
算
編
成
設
定
目
標

数
値
は
。

（
市
長
）
①
行
政
が
責

任
を
果
た
し
、
信
頼
を
確

立
し
て
い
く
。

②
市
民
協
働
の
実
現
を
図

っ
て
い
く
。
③
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
が
、
安
心
・
安

全
、
元
気
に
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
を
す
る
。
④
合
併
時

未
調
整
課
題
を
早
期
に
克
服

す
る
。
⑤
将
来
の
財
政
状
況

を
見
通
し
、
経
常
経
費
削
減

を
強
化
す
る
。

（
企
画
財
政
部
長
）
目

標
数
値
は
、
県
内
19
市
の

平
均
値
。
合
併
特
例
債
は
、

保
育
所
、
穂
高
交
流
学
習
セ

ン
タ
ー
、
安
曇
野
赤
十
字
病

院
建
設
支
援
な
ど
予
定
し
て

い
る
。

公
共
交
通
・
地
域
防

災
・
入
札
方
式
・
電
子
自

治
体
の
基
本
と
す
る
考
え
は
。

（
市
長
）
市
発
足
か
ら

取
り
組
ん
だ
各
種
計
画
を

事
業
化
し
て
い
く
。

安
曇
野
赤
十
字
病
院
の

支
援
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

（
市
長
）
地
域
医
療
は
、

市
民
に
良
質
で
高
度
の
専

門
医
療
を
提
供
す
る
責
務
が
あ

る
。
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
と
も
相
談
し
決
め
た
い
。
市

民
に
不
安
を
与
え
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
確
固
た
る
信
念
と
計

画
を
持
っ
て
経
営
に
あ
た
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

構
造
的
に
子
ど
も
社
会

に
潜
在
す
る
い
じ
め
問
題

に
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
む

か
。

（
教
育
長
）「
い
じ
め
等

対
策
委
員
会
」
を
11
月
30

日
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
・
教
育
相
談
員
・
校
長
・

教
頭
・
生
徒
指
導
主
事
な
ど

15
人
で
構
成
し
発
足
さ
せ
た
。

ま
た
来
年
度
か
ら
、
小
中
学

校
で
の
い
じ
め
問
題
な
ど
、

児
童
・
生
徒
の
悩
み
に
電
話

で
相
談
に
応
じ
る
「
い
じ
め

相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
仮
称
）」

を
開
設
す
る
。
子
ど
も
た
ち

の
下
校
時
間
に
合
わ
せ
て
電

話
相
談
窓
口
を
設
け
、
教
育

指
導
員
が
応
対
で
き
る
体
制

を
整
え
る
。
い
じ
め
の
ほ
か
、

不
登
校
な
ど
学
校
生
活
全
般

の
問
題
に
対
応
す
る
。
い
じ

め
に
つ
い
て
は
実
態
調
査
を

年
３
回
行
い
、
現
状
の
把
握

と
早
期
対
応
に
努
め
る
。
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食
育
の
推
進

給
食
の
主
目
的
は
、
食

育
に
と
、
文
科
省
は
学
校

給
食
法
を
変
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
物
の
大
切
さ
、
生
産
者
等

の
体
験
を
重
要
視
し
た
方
針
だ

が
、
当
市
の
考
え
は
。

（
教
育
長
）
児
童
・
生

徒
に
対
し
て
は
、
給
食
指

導
の
名
の
下
に
以
前
か
ら
続
け

て
い
る
。
し
か
し
、
保
護
者
の

教
育
、
そ
れ
に
対
す
る
価
値
観

が
多
様
化
し
て
お
り
、
家
庭
で

身
に
つ
け
る
べ
き
基
本
的
な
食

習
慣
が
、
な
か
な
か
行
わ
れ
て

い
な
い
。
食
に
対
す
る
正
し
い

知
識
や
態
度
を
身
に
付
け
て
い

く
よ
う
指
導
を
続
け
て
い
る
。

基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着
は

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝

ご
は
ん
」
の
励
行
と
、
そ

の
後
の
指
導
は
ど
う
な
っ
た

か
。
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
脳
の
働
き
、
体
の

働
き
、
お
な
か
の
働
き
、
３
つ

の
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
ん
だ
と
指

導
さ
れ
て
い
る
学
校
が
あ
る
。

当
市
で
は
ど
う
か
。

（
教
育
長
）
一
番
大
事

な
の
は
早
寝
だ
と
思
う
。

早
く
寝
て
、
早
く
起
き
れ
ば
、

時
間
的
な
余
裕
も
あ
り
、
ご
は

ん
も
食
べ
て
学
校
に
行
け
る
。

こ
れ
は
児
童
・
生
徒
に
直
接
指

導
は
勿
論
し
て
い
る
が
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
会
合
、
学
年
・
学
級
だ
よ

り
、
学
級
及
び
個
別
懇
談
会
等

で
、
機
会
を
見
て
は
、
保
護
者

の
方
々
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

全
国
的
調
査
か
ら
見
れ
ば
、
安

曇
野
市
の
小
・
中
学
校
の
基
本

的
生
活
習
慣
が
身
に
付
い
て
い

る
児
童
・
生
徒
は
、
や
や
多
い

と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
今

後
も
続
け
て
指
導
し
て
い
く
。

進
展
率
は
数
字
的
に
出

て
い
る
か
。

（
教
育
長
）
数
値
に
つ

い
て
は
持
っ
て
い
な
い
。

（
要
望
）

一
定
の
期
間
に
調
査
を
し

て
、
結
果
を
数
値
で
判
断
し
、

今
後
の
指
針
と
す
る
こ
と
は
大

事
な
事
で
あ
り
、
数
字
で
表
せ

ば
子
ど
も
達
は
一
番
納
得
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
今

後
に
期
待
し
た
い
。

体
力
づ
く
り
の
推
進

自
ら
の
健
康
や
、
体
力

づ
く
り
を
自
主
的
に
進
め

て
い
け
る
、
自
己
管
理
を
育
て

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
ど

の
様
な
指
導
を
し
て
い
る
か
。

（
教
育
長
）
市
と
し
て

は
、
各
学
校
に
は
指
示
し

て
い
な
い
。
小
・
中
学
校
と
も

年
間
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

作
っ
て
そ
れ
に
よ
り
進
め
て
い

る
。
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
と

い
う
観
点
か
ら
も
、
教
育
委
員

会
で
一
律
に
し
な
い
方
が
良
い

と
考
え
て
い
る
。
毎
朝
と
は
限

ら
な
い
が
全
校
体
育
を
行
っ
て

い
る
学
校
も
あ
る
。
２
時
間
目

と
３
時
間
目
の
休
み
時
間
を
、

業
間
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い

る
が
、
全
校
で
外
に
出
て
、
幾

種
も
の
遊
び
や
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。
中

学
で
は
、
部
活
を
通
し
て
体
力

づ
く
り
を
し
て
い
る
。「
健
康

な
体
に
、健
全
な
精
神
が
宿
る
」

と
い
う
言
葉
の
と
お
り
各
校
と

も
頑
張
っ
て
い
る
と
評
価
し
て

い
る
。

基
礎
・
基
本
を
大
切
に

育
む
学
力
指
導

安
曇
野
市
の
基
礎
学
力

は
全
国
レ
ベ
ル
か
ら
見
て

ど
の
程
度
に
い
る
か
。
ま
た
反

復
練
習
、
学
習
の
習
慣
育
成
の

指
導
は
ど
う
か
。

（
教
育
長
）
小
学
校
６

年
生
、
中
学
校
３
年
生
は
、

と
も
に
基
礎
学
力
は
比
較
的
定

着
が
良
い
。
全
国
平
均
、
長
野

県
平
均
を
全
部
上
回
っ
て
い

る
。
反
復
練
習
、
暗
記
は
確
か

に
必
要
な
こ
と
で
大
事
な
こ
と

と
思
う
が
、
そ
れ
だ
け
が
学
力

で
は
な
い
と
思
う
。
安
曇
野
市

で
は
、
今
の
指
導
を
一
層
進
め

て
ま
い
り
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
育
て
る
教
科

視
察
し
た
尾
道
市
土
堂

小
学
校
で
は
、
郷
土
科
・

情
報
科
・
英
語
科
の
特
設
３
教

科
の
充
実
を
図
っ
て
い
た
。
大

勢
の
人
と
、
立
場
を
理
解
し
合

い
な
が
ら
、
付
き
合
い
の
で
き

る
子
ど
も
達
を
育
む
。
こ
の
よ

う
な
特
別
教
育
は
あ
る
の
か
。

（
教
育
長
）
特
別
教
科

は
取
り
入
れ
て
い
な
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
創
る

の
は
、
学
校
全
体
の
学
習
領
域

と
し
て
、
子
ど
も
達
に
能
力
を

育
て
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
う
。
し
か
し
、
最
近
の

大
人
は
、
人
づ
き
合
い
を
面
倒

が
る
人
が
増
え
て
い
る
。
子
ど

も
だ
け
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
身
に
つ
け
ろ
と
言
っ
て
も
大

変
な
こ
と
と
思
う
。
自
分
で
考

え
、
ど
の
よ
う
に
話
す
か
。
も

う
一
つ
は
聞
き
手
が
問
題
。
人

の
話
を
き
ち
ん
と
聞
く
こ
と
が

大
事
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
を

体
験
す
る
た
め
に
、
ス
ピ
ー
チ

の
時
間
を
採
っ
て
い
る
学
校
も

あ
る
。
そ
の
一
番
の
底
に
は
、

人
権
意
識
と
い
う
か
、
人
間
関

係
を
創
っ
て
い
く
、
そ
う
い
う

能
力
が
必
要
と
さ
れ
る
。
ま
さ

に
「
生
き
る
力
」
に
通
じ
る
と

思
う
。
各
学
校
と
も
十
分
承
知

で
や
っ
て
く
れ
て
い
る
。

次
代
へ
つ
な
ぐ

食
と
農
の
こ
こ
ろ

農
業
問
題
は
後
日
、
多

く
の
議
員
か
ら
一
般
質
問

さ
れ
る
の
で
、
安
政
会
で
視
察

を
し
て
き
た
、
島
根
県
雲
南
農

協
の
平
成
18
年
農
水
大
臣
賞
を

受
賞
さ
れ
た
、
奥
出
雲
産
直
振

興
推
進
協
議
会
の
一
部
を
紹
介

す
る
。

会
員
２，
０
０
０
人
、
平
均

年
齢
74
才
の
お
年
寄
り
の
野
菜

作
り
の
協
議
会
。
一
農
家
年
間

売
り
上
げ
100
万
円
か
ら
400
万

円
で
協
議
会
年
商
５
億
円
か
ら

10
億
円
の
目
標
で
進
ん
で
い

る
。
管
内
18
カ
所
の
直
売
所
か

ら
、
今
で
は
大
阪
の
阪
急
グ
ル

ー
プ
か
ら
出
張
販
売
の
要
請
も

受
け
て
い
る
。「
地
産
都
商
」

で
も
あ
る
。
と
か
く
大
型
農
家

を
主
体
に
し
た
今
日
の
農
業
政

策
で
あ
る
が
、
お
年
寄
り
を
主

体
に
し
た
、
弱
者
救
済
の
協
議

会
で
あ
る
。「
地
産
地
消
」
に

つ
い
て
、
市
の
対
策
が
あ
る
か

伺
う
。（

産
業
観
光
部
長
）
ほ

り
が
ね
物
産
セ
ン
タ
ー
は

全
国
的
に
見
て
も
実
績
が
あ

る
。
直
売
所
フ
ェ
ア
も
多
く
の

人
の
協
力
を
得
て
大
盛
況
に
開

催
さ
れ
た
。
安
曇
野
市
も
、
そ

の
地
形
に
合
わ
せ
、
旨
い
農
産

物
の
「
地
産
地
消
」
に
力
を
入

れ
た
い
。

子
ど
も
達
に
夢
と
希
望
の

野
球
場
建
設
を

ど
こ
ど
こ
の
市
町
村
に

あ
る
か
ら
、
当
市
に
も
、

と
言
う
こ
と
よ
り
、
こ
れ
ら

の
実
態
を
見
た
子
ど
も
達
の

夢
を
か
な
え
て
や
り
た
い
た

め
、
再
度
提
起
し
、
市
長
に

伺
う
。（

市
長
）
子
ど
も
達
に

い
か
に
大
き
な
希
望
を
与

え
ら
れ
る
か
、
市
政
に
と
っ

て
重
要
な
事
で
あ
る
。
グ
ラ

ン
ド
の
件
は
、
好
機
を
逸
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
常
に
準

備
し
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
実

現
の
可
能
性
に
向
け
て
、
絶

え
ず
準
備
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
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会
派
代
表
質
問
〜
日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
〜

㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
の

四
期
決
算
は
、
３
億
６，

２
１
６
万
円
の
売
上
げ
で
、
材

料
費
８，
８
８
０
万
円
、
労
務

費
１
億
２，
９
５
２
万
円
、
経

費
２
億
１，
１
２
２
万
円
で
あ

っ
た
。
製
造
原
価
が
４
億
２，

８
７
９
万
円
で
６，
６
６
３
万

円
の
赤
字
、
一
期
か
ら
四
期
ま

で
の
純
損
失
は
２
億
４，
６
４

０
万
円
で
あ
り
、
今
後
の
見
通

し
と
、
市
と
し
て
の
対
応
は
。

（
市
長
）
合
併
に
よ
っ

て
引
き
継
い
で
き
た
の
で

安
曇
野
市
と
し
て
考
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
経
営
不
振
を
早

期
に
改
善
し
て
、
利
益
が
出
る

会
社
経
営
に
努
力
し
て
も
ら
い

た
い
。市
は
さ
ま
ざ
ま
な
忠
告
、

提
言
等
を
し
、
㈱
三
郷
ベ
ジ
タ

ブ
ル
の
経
営
改
善
の
た
め
に
、

最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
肝
要
だ
ろ
う
。

（
産
業
観
光
部
長
）
２

億
４，
０
０
０
万
円
余
の

赤
字
決
算
は
、
仕
掛
か
り
品
の

変
更
が
原
因
。
今
回
、
経
営
改

善
計
画
の
見
通
し
を
し
て
い
る

中
で
、
生
産
力
・
技
術
力
ア
ッ

プ
と
組
織
を
含
め
経
営
の
改
善

に
力
を
そ
そ
ぐ
。
今
後
市
か
ら

の
支
出
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。
利
用
料
７，
１
３
８
万
円

は
、
㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
の
経

営
改
善
計
画
の
見
通
し
を
検
証

し
た
中
で
、
検
討
し
て
い
く
考

え
だ
。

三
期
、
四
期
と
赤
字
決

算
が
出
さ
れ
て
、
経
営
改

善
計
画
が
ま
だ
出
な
い
の
は
疑

問
だ
。普
通
の
会
社
な
ら
倒
産
。

副
市
長
の
責
任
も
あ
る
と
思
う

が
。

（
産
業
観
光
部
長
）
住

民
監
査
請
求
、
財
政
援
助

団
体
の
監
査
、
あ
り
方
検
討
委

員
会
の
委
員
の
意
見
も
い
た
だ

き
、
見
直
し
を
し
っ
か
り
し
た

い
の
で
、
一
月
の
上
旬
に
は
提

示
で
き
る
と
思
う
。

（
副
市
長
）
あ
り
方
検

討
委
員
会
、
援
助
団
体
で

遅
れ
た
の
で
は
な
く
、
議
会
の

意
見
も
入
れ
、
診
断
士
、
カ
ゴ

メ
等
と
も
話
し
合
い
、
納
得
も

い
た
だ
い
た
上
で
若
干
延
び
て

い
る
。
責
任
を
感
じ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
は
決
し
て
な
い
。

再
建
し
て
軌
道
に
乗
せ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
、
今
努
力
し
て

い
る
。

負
債
が
多
く
な
る
場
合

は
、
他
の
人
が
経
営
を
受

け
持
つ
か
、
ま
た
違
う
も
の
を

つ
く
る
か
、
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

（
市
長
）
当
然
そ
う
い

っ
た
方
向
も
あ
る
や
否

や
、
現
実
的
に
あ
り
得
る
の
か

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
考
え
て

い
る
。

㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
の

経
営
改
善
計
画
が
出
て
、

軌
道
に
乗
ら
な
い
と
き
の
対
応

は
。

（
市
長
）
現
時
点
で
あ

の
施
設
を
ト
マ
ト
以
外
の

も
の
に
直
ち
に
使
え
る
か
疑
問

で
あ
り
、
単
年
度
で
利
益
が
出

る
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し

て
い
く
。
販
売
先
等
も
新
し
い

方
向
を
見
い
だ
す
努
力
を
始
め

て
い
る
と
聞
く
。
黒
字
を
出
し

て
い
く
よ
う
な
ら
見
込
み
が
あ

る
が
、
赤
字
が
続
く
よ
う
で
あ

れ
ば
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。

国
庫
補
助
、
旧
三
郷
村

で
３，
１
０
０
万
円
の
出

資
を
し
て
い
る
が
、
市
と
し
て

考
え
は
。

（
市
長
）
ま
だ
そ
こ
ま

で
は
検
討
し
て
い
な
い
。

施
設
と
し
て
は
価
値
が
残
る
わ

け
で
、
㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
が

経
営
不
振
に
陥
っ
た
場
合
に
、

こ
れ
に
替
わ
る
何
ら
か
の
も
の

を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ

う
。

安
心
、
安
全
、
元
気
な

安
曇
野
市
と
す
る
た
め
に

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
安
心
、
安
全
に
暮
ら

せ
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
だ
。

保
育
園
は
保
育
に
欠
け
る
子

ど
も
を
預
か
る
所
だ
が
、
親

が
育
児
に
疲
れ
た
人
も
い
る

し
、
少
子
化
の
中
で
子
ど
も

同
士
の
遊
び
を
つ
く
る
た
め

に
も
、
親
の
負
担
を
軽
く
す

る
た
め
に
も
、
保
育
料
の
引

き
下
げ
、
学
童
保
育
の
充
実

な
ど
ソ
フ
ト
面
で
考
え
て
ほ

し
い
。
高
齢
者
が
元
気
で
生

活
し
て
い
く
ソ
フ
ト
面
の
援

助
、
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ

ー
の
場
所
は
、
交
通
の
便
な

ど
い
ろ
い
ろ
の
面
で
対
応
が

必
要
と
思
う
が
。

（
市
長
）
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
が
安
心
、
安

全
、
元
気
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り
を
重
点
に
す
る
。
地
域
交

流
学
習
セ
ン
タ
ー
、
保
育
所
、

学
校
施
設
な
ど
の
整
備
の
ハ
ー

ド
面
に
つ
い
て
の
充
実
、
安
全

確
保
の
問
題
、と
り
わ
け
学
校
、

子
ど
も
た
ち
の
環
境
整
備
を
優

先
し
て
い
き
た
い
。
ソ
フ
ト
面

も
、
行
政
の
支
援
を
必
要
と
さ

れ
る
方
に
対
す
る
も
の
を
、
ど

う
支
援
し
て
い
く
か
、
重
点
を

置
い
て
予
算
編
成
に
あ
た
り
た

い
。デ

マ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
交

通
を
今
後
見
直
し
て
い
く
こ
と

で
、
高
齢
者
の
足
を
中
心
に
し

た
公
共
交
通
と
し
て
の
位
置
づ

け
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

は
、
事
業
と
し
て
始
ま
っ
て
お

り
、
設
置
し
て
い
き
た
い
。
さ

ま
ざ
ま
な
ソ
フ
ト
面
で
の
環
境

整
備
は
当
然
出
て
く
る
。
交
流

学
習
セ
ン
タ
ー
あ
る
い
は
児
童

館
等
を
通
じ
て
、
地
域
で
の
活

動
が
し
や
す
い
よ
う
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

「
未
収
金
の
回
収
強
化
、

住
民
負
担
の
見
直
し
」
の

市
長
の
本
意
は
。

（
市
長
）
税
、
料
と
も

滞
納
が
増
え
て
き
て
い

る
。
原
則
と
し
て
税
収
を
き
ち

ん
と
あ
げ
、
税
の
公
平
性
か
ら

も
当
然
、
弱
者
救
済
の
た
め
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
を
組
み

合
わ
せ
て
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー

ス
で
対
応
す
る
。

分
庁
方
式
、
総
合
支
所

方
式
を
充
実
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
。

（
市
長
）
合
併
し
て
二

年
で
あ
り
、
急
に
完
璧
な

状
態
に
な
る
わ
け
で
な
い
。
そ

れ
ぞ
れ
意
識
を
変
え
な
が
ら
や

っ
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
。
住

民
の
意
識
も
各
町
村
の
範
囲
内

だ
け
で
な
く
市
全
体
で
考
え
な

い
と
い
け
な
い
と
思
う
。
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
犠
牲
に
な
っ
て
は

な
ら
な
い
。
支
所
の
役
割
は
、

地
域
の
み
な
さ
ん
の
活
動
、
生

活
上
の
問
題
に
つ
い
て
受
け
と

め
、
住
民
の
期
待
に
応
え
て
い

く
重
要
な
と
こ
ろ
だ
。

自
治
体
は
住
民
の
生
活

を
最
低
限
保
障
す
る
役
割

が
あ
る
。
こ
の
憲
法
に
明
記
さ

れ
た
立
場
に
立
っ
て
こ
れ
か
ら

の
行
財
政
運
営
を
す
す
め
て
も

ら
い
た
い
。
総
合
支
所
方
式
を

今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
考

え
か
。（

市
長
）
本
庁
と
総
合

支
所
の
機
能
を
ど
う
し
て

い
く
か
は
、
絶
え
ず
見
直
し
し

な
が
ら
、
本
庁
が
一
カ
所
に
集

ま
っ
た
場
合
の
総
合
支
所
の
役

割
を
ど
う
す
る
か
、
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
市
民
、
議
員
の
意

見
を
聞
く
中
で
い
い
方
向
が
出

る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
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代表質問

危
機
管
理
、

危
機
意
識
の
統
一

２
年
の
任
期
を
折
り
返

し
て
、
会
派
「
平
」
が
理

念
と
す
る
、
全
て
に
お
い
て

自
由
な
立
場
を
と
り
、
全
市

的
視
野
に
立
っ
て
、
平
林
市

政
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の

基
本
フ
レ
ー
ム
と
し
て
、
新

生
「
安
曇
野
市
」
づ
く
り
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
一
刻
も
早
く
示

し
て
い
た
だ
き
た
く
、
以
下

数
点
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
ず
危
機
管
理
に
つ
い
て
、

平
成
19
年
度
豊
科
総
合
支
所
に

あ
っ
た
危
機
管
理
室
を
暫
定
的

に
堀
金
総
合
支
所
に
移
し
て
い

た
だ
い
た
が
、
こ
の
管
理
監
督

を
す
る
特
別
職
と
所
管
部
の
移

動
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り

考
え
る
と
の
答
弁
を
以
前
に
い

た
だ
い
て
い
た
と
思
う
が
、
実

際
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ

の
要
因
と
本
質
的
な
今
後
の
対

応
の
基
本
的
な
考
え
方
は
？

（
市
長
）
危
機
管
理
室

と
そ
れ
を
掌
握
す
る
本
体

は
必
要
不
可
欠
の
関
係
で
、
現

状
で
良
い
の
か
と
言
う
事
だ
と

思
う
が
、
現
状
に
お
い
て
そ
れ

が
叶
わ
な
い
理
由
と
し
て
、
堀

金
庁
舎
で
は
特
に
電
話
回
線
等

が
少
な
す
ぎ
て
、
対
応
す
る
為

の
経
費
が
大
き
く
必
要
と
な

り
、
庁
舎
問
題
が
検
討
さ
れ
る

時
に
そ
う
す
る
事
を
断
念
し

た
。本

庁
舎
の
問
題
が
一
刻
も
早

く
見
通
し
が
立
つ
よ
う
努
力
し

た
い
。

仮
定
で
は
あ
る
が
、
本

庁
舎
が
出
来
、
本
格
的
に

市
長
が
危
機
管
理
室
を
掌
握
す

る
ま
で
の
間
は
、
５
つ
の
総
合

支
所
対
応
は
基
本
的
に
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

（
総
務
部
長
）
堀
金
の

危
機
管
理
室
を
中
心
に
電

話
回
線
等
を
使
用
し
な
が
ら
机

上
訓
練
を
や
っ
て
来
た
状
況
を

踏
ま
え
て
、
現
在
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
し
て
い
る
。

旧
山
古
志
村
の
斉
藤
課

長
の
講
演
会
の
話
と
し

て
、
行
政
の
果
す
べ
き
危
機
対

応
と
し
て
災
害
後
復
旧
と
い
う

認
識
で
は
な
く
、
災
害
予
防
と

い
う
事
に
も
っ
と
集
中
し
て
二

次
災
害
を
最
小
限
に
食
止
め
る

努
力
が
必
要
と
感
じ
た
。

さ
て
次
に
危
機
意
識
の
醸
成

は
、
総
合
支
所
方
式
を
今
後
も

充
実
さ
せ
て
い
く
上
で
、
末
端

の
職
員
ま
で
意
思
統
一
が
図
ら

れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
伺

っ
て
き
た
が
、
今
回
も
敬
老
会

の
補
助
金
に
対
す
る
件
で
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成
し
て

い
く
上
で
誠
に
逆
の
よ
う
な
事

例
も
聞
い
て
い
る
が
、
こ
う
い

う
危
機
意
識
は
ど
う
か
。

（
総
務
部
長
）
や
は
り

お
互
い
の
信
頼
関
係
の
範

囲
と
言
う
も
の
が
大
切
で
、
今

後
も
庁
舎
内
で
徹
底
を
し
て
い

き
た
い
。

入
札
制
度
に
つ
い
て

平
成
19
年
度
、
市
に
お

い
て
は
発
注
工
事
の
入
札

に
一
般
競
争
入
札
を
導
入
し
た

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
従
来
の

指
名
入
札
か
ら
転
換
し
て
如
何

か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
７

月
か
ら
設
計
価
格
５，
０

０
０
万
以
上
に
つ
い
て
、
価
格

競
争
の
み
の
一
般
競
争
入
札
を

６
件
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

条
件
付
一
般
競
争
入
札
で
特
に

土
木
関
係
は
、
市
内
業
者
優
先

で
や
っ
て
い
る
。
意
欲
の
あ
る

業
者
が
入
札
し
て
お
り
指
名
入

札
と
違
っ
て
き
て
い
る
。

安
曇
野
市
に
お
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
も
特
例
債

を
利
用
し
た
箱
物
建
築
物
の
発

注
工
事
が
数
多
く
見
込
ま
れ
る

中
で
、
入
札
以
前
の
段
階
で
、

行
政
の
側
に
よ
り
専
門
的
に
設

計
段
階
か
ら
業
者
と
対
等
に
議

論
の
で
き
る
、
或
い
は
技
術
的

裏
付
を
持
っ
て
発
言
出
来
る
体

制
を
と
る
事
が
重
要
と
思
う

が
、
公
共
事
業
で
あ
る
訳
だ
か

ら
、
よ
り
公
平
性
の
あ
る
形
が

大
切
だ
と
言
う
観
点
か
ら
、
今

後
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
今

年
度
か
ら
契
約
管
財
課
の

中
に
施
設
管
理
係
を
置
き
、
一

級
建
築
士
、
土
木
施
行
管
理
士

等
の
資
格
を
有
し
た
職
員
を
配

置
し
、
市
の
意
向
を
反
映
し
て

指
導
す
る
体
制
が
徐
々
に
で
き

つ
つ
あ
る
段
階
で
あ
る
。

全
国
の
団
塊
の
世
代
の

中
に
は
そ
う
い
っ
た
実
績

を
も
つ
方
々
が
沢
山
い
る
と
思

う
が
、
そ
う
い
う
発
信
は
し
て

い
る
の
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
行

政
職
員
と
し
て
は
、
相
談

相
手
と
し
て
心
強
い
と
思
い
ま

す
し
、
体
制
と
し
て
も
必
要
だ

と
感
じ
て
お
り
、
専
門
委
員
会

等
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
の
名
誉
市
民
の

顕
彰
に
つ
い
て

安
曇
野
市
の
名
誉
市
民

が
平
成
19
年
度
に
相
次
い

で
他
界
さ
れ
、
現
存
者
は
一
名

も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
全

国
レ
ベ
ル
で
安
曇
野
市
を
知
ら

し
め
る
為
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
た
、
!
橋
節
郎
さ
ん
と
、
熊

井
啓
さ
ん
を
顕
彰
す
る
事
に
つ

い
て
、
既
に
!
橋
節
郎
さ
ん
に

つ
い
て
は
、
美
術
館
等
も
完
備

さ
れ
て
い
る
が
、
熊
井
啓
監
督

に
つ
い
て
も
社
会
派
映
画
監
督

と
し
て
名
を
は
せ
た
方
で
あ

り
、
豊
科
図
書
館
建
設
計
画
が

あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
中
に
フ
ィ

ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
等
の
顕
彰

施
設
も
併
設
さ
れ
て
は
ど
う

か
。

（
市
長
）
熊
井
さ
ん
の

顕
彰
は
し
な
い
と
と
ら
え

て
い
る
な
ら
そ
れ
は
間
違
い

で
、
旧
豊
科
町
時
代
か
ら
預
か

っ
た
物
を
始
め
顕
彰
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

税
財
源
確
保
の
為
の

企
業
誘
致
と
土
地
利
用

計
画
と
の
整
合
性

市
長
は
よ
く
安
曇
野
市

の
製
造
出
荷
額
は
県
下
自

治
体
の
中
で
ト
ッ
プ
で
あ
る
と

言
っ
て
い
る
が
、
今
回
セ
イ
コ

ー
エ
プ
ソ
ン
の
シ
フ
ト
替
え
の

よ
う
に
、
企
業
の
意
向
で
一
瞬

に
し
て
、
水
道
使
用
料
が
億
単

位
で
減
少
す
る
と
、
す
ぐ
に
住

民
の
水
道
使
用
料
値
上
げ
と
い

う
手
段
を
と
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
誠
に
不
安
定
な
要
素
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
る
と
思
う

が
、
土
地
利
用
計
画
の
制
定
に

向
か
う
今
こ
そ
、
今
後
の
安
定

的
製
造
出
荷
額
一
位
を
目
指
す

な
ら
、
明
確
に
そ
の
方
針
を
打

ち
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
市
長
）
大
手
企
業
数

社
に
依
存
す
る
体
質
は
と

も
か
く
、
結
構
万
遍
な
く
頑
張

っ
て
お
ら
れ
る
地
元
企
業
も
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
共
工

場
誘
致
に
は
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。

（
要
望
）

い
ず
れ
に
し
て
も
、
以
上
数

点
に
つ
い
て
平
林
市
政
の
五
つ

の
流
れ
を
豊
か
な
ひ
と
つ
の
流

れ
に
す
る
為
の
フ
レ
ー
ム
の
部

分
を
明
確
に
し
て
い
た
だ
く
事

が
、
残
さ
れ
た
２
年
弱
の
任
期

に
課
せ
ら
れ
た
責
務
だ
と
考
え

る
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

全
国
に
発
信
す
る
市
長
の
義
務

で
あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い

で
あ
る
。
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平
林
市
政
二
年
の
評
価
と
課
題

平
た
い
ら
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19議員 市
政
問

を
う

市
政
問

を
う

一　般　質　問

12月17日（月）

宮下　明博　P11

平林　徳子　P12

下里喜代一　P12

草深　　温　P13

大月　晃雄　P13

松尾　　宏　P14

小林　紀之　P14

12月18日（火）

黒岩　宏成　P15

青柳　吉宏　P15

松澤　好哲　P16

丸山　祐之　P16

小林　純子　P17

青柳　圭二　P17

12月19日（水）

山田　高久　P18

吉田　満男　P18

藤原　広徳　P19

浅川　保門　P19

松森　幸一　P20

等々力　等　P20

12月定例会では、12月17日から19日までの３日間一般質問が行われました。

19議員が質問に立ち、活発な質問や提案がなされました。

平成19年安曇野市議会12月定例会一般質問

合
併
効
果
に
よ
っ
て

今
、
明
科
の
東
山
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
長
峰
山
は
も
と

よ
り
、
ケ
ヤ
キ
の
森
公
園
と
い

う
旧
国
鉄
の
廃
線
敷
が
隠
れ
た

観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

る
。
市
の
予
算
に
よ
り
整
備
を

進
め
、
継
続
的
に
人
が
訪
れ
る

よ
う
に
し
た
ら
ど
う
か
。

（
市
長
）
ケ
ヤ
キ
の
森

公
園
や
三
川
合
流
地
点
な

ど
、
安
曇
野
の
新
た
な
観
光
ル

ー
ト
、
あ
る
い
は
メ
ニ
ュ
ー
等

を
作
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、

地
域
の
皆
様
方
の
協
力
を
得
な

が
ら
行
政
と
し
て
支
援
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
新
し
い
観
光

コ
ー
ス
、
観
光
ポ
イ
ン
ト
を
行

政
が
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
こ

れ
を
全
国
あ
る
い
は
海
外
へ
も

発
信
し
て
い
く
基
礎
作
り
を
し

て
い
き
た
い
。

観
光
資
源
保
全
の
た

め
、
松
く
い
虫
対
策
の
早

い
対
応
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
特

に
明
科
地
域
は
松
く
い
虫

が
多
く
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
も

あ
る
の
で
早
急
な
対
応
を
し

て
い
る
。関

東
方
面
か
ら
安
曇
野

市
を
訪
れ
る
場
合
、
新
幹

線
で
長
野
経
由
、
明
科
が
一

番
短
時
間
で
利
用
度
も
増
し

て
い
る
。
関
西
方
面
か
ら
は

当
然
、
直
接
と
い
う
こ
と
で

非
常
に
ア
ク
セ
ス
が
良
い
。

安
曇
野
の
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
い
う
観
点
か
ら
、
安
曇

野
の
観
光
、
ま
た
ビ
ジ
ネ
ス

の
出
発
点
は
明
科
駅
か
ら
と

い
う
こ
と
で
、
特
急
「
し
な

の
」
全
26
本
を
止
め
る
と
い

う
訳
に
は
い
か
な
い
か
、
駅

前
再
開
発
と
共
に
希
望
す
る
。

（
産
業
観
光
部
長
）
明

科
駅
前
は
明
科
駅
周
辺
再

開
発
事
業
に
よ
り
取
り
組
ん

で
い
る
。
全
特
急
が
止
ま
る

に
は
、
利
用
と
熱
意
が
必
要

で
、
鉄
道
利
用
促
進
も
併
せ

て
取
り
組
み
を
し
て
い
く
形

に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み

の
公
園
に
年
間
約
23
万

５，
０
０
０
人
が
訪
れ
る
よ
う

で
あ
る
。
市
の
商
工
観
光
課

が
公
園
と
の
協
議
や
Ｐ
Ｒ
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
、
商
工

会
・
観
光
協
会
な
ど
の
協
力

の
下
に
穂
高
温
泉
郷
に
宿
泊

し
、
温
泉
郷
が
活
気
付
く
施

策
が
必
要
で
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
国

営
公
園
を
応
援
し
な
が
ら

Ｐ
Ｒ
は
大
事
だ
と
思
っ
て
い

る
。
宿
泊
施
設
と
連
携
を
取

っ
た
集
客
を
図
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
全
体
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
と
い
う
施
策
が

重
要
だ
と
考
え
る
。

「
豊
科
イ
ン
タ
ー
を
安

曇
野
イ
ン
タ
ー
に
名
称
変

更
を
」。
こ
れ
に
は
前
例
が
あ

る
の
で
、
合
併
が
一
段
落
し
た

今
、同
じ
課
題
を
持
つ
千
曲
市
、

東
御
市
と
連
携
を
図
り
、
進
め

て
い
っ
た
ら
ど
う
か
。

（
市
長
）
名
称
変
更
に

は
公
団
で
多
額
の
費
用
が

か
か
る
と
い
う
課
題
が
あ
る

が
、
県
内
で
歩
調
を
合
わ
せ
、

近
い
う
ち
に
機
会
が
来
る
だ
ろ

う
と
い
う
予
測
の
も
と
に
今
後

着
々
と
準
備
を
進
め
た
い
。

公
共
施
設
の

統
合
整
備
に
つ
い
て

三
カ
所
あ
る
市
営
プ
ー

ル
は
老
朽
化
が
進
み
多
額

の
維
持
管
理
費
が
か
か
る
。
統

廃
合
に
よ
る
整
備
を
進
め
る
べ

き
だ
と
思
う
。
新
た
に
作
る
場

合
は
、
年
間
を
通
じ
て
利
用
で

き
る
、
穂
高
広
域
施
設
組
合
の

改
修
整
備
に
合
わ
せ
、
安
曇
野

ラ
ン
ド
を
拡
張
し
て
は
ど
う

か
。

（
市
長
）
最
終
的
に
は

一
カ
所
に
ま
と
め
ざ
る
を

え
な
い
と
思
う
。
年
間
を
通
じ

利
用
で
き
る
安
曇
野
ラ
ン
ド
の

拡
張
と
い
う
提
案
は
大
変
有
効

な
選
択
肢
の
一
つ
だ
と
思
う
。

今
後
で
き
る
だ
け
早
い
時
点
で

大
筋
の
計
画
を
作
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

�

�
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「
経
済
効
果
の
あ
る
観
光
」
に
つ
い
て

宮
　
下
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少
子
化
が
言
わ
れ
て

い
る
な
か
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
、
そ
の

成
長
を
見
守
り
支
援
す
る
こ

と
は
、
市
や
市
民
の
重
要
な

責
務
で
あ
る
。
保
育
園
に
入

園
で
き
な
い
子
ど
も
へ
の
対

応
は
。

保
育
料
が
高
い
と
い
う
声

が
あ
る
。
冬
季
の
暖
房
費
の

対
応
は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
保

育
園
の
収
容
能
力
に
余
裕

が
あ
る
場
合
、
保
育
に
欠
け

な
い
子
ど
も
を
私
的
契
約
児

と
し
て
受
け
入
れ
る
制
度
が

あ
る
。
私
的
契
約
児
の
保
育

料
は
通
常
の
保
育
料
よ
り
高

額
で
負
担
が
大
き
い
。
暖
房

費
も
併
せ
て
減
額
を
考
え
て

い
る
。

保
育
に
欠
け
な
い
子
ど

も
や
私
的
契
約
で
入
園
で

き
な
い
子
ど
も
に
と
っ
て
、

「
認
定
子
ど
も
園
」
の
研
究
が

必
要
で
は
な
い
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
保

育
時
間
、
保
育
料
と
幼
稚

園
使
用
料
と
の
関
係
、
保
育

士
の
勤
務
体
制
等
多
く
の
課

題
が
あ
る
の
で
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

幼
稚
園
の
誘
致
を
考
え

な
い
か
。

（
教
育
次
長
）
誘
致
は

考
え
て
い
な
い
。
進
出
し

た
い
と
い
う
希
望
に
つ
い
て

は
協
力
し
た
い
。

児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

市
で
は
児
童
ク
ラ
ブ
は

小
学
校
３
年
生
ま
で
受
け

入
れ
て
い
る
。
松
本
市
は
４
年

生
ま
で
、
波
田
町
は
６
年
生
ま

で
で
あ
る
。
６
年
生
ま
で
受
け

入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
12

月
現
在
８
カ
所
で
運
営
、

登
録
者
は
325
人
。
施
設
の
面

積
や
安
全
面
を
考
慮
し
決
め
て

い
る
。
現
在
は
定
数
に
余
裕
が

な
い
の
で
難
し
い
状
況
で
あ

る
。
児
童
館
や
放
課
後
子
ど
も

プ
ラ
ン
の
中
で
拡
大
も
考
え
ら

れ
る
の
で
併
せ
て
検
討
し
た

い
。デ

マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

９
月
10
日
か
ら
試
行
運

行
が
始
ま
り
３
カ
月
が
経

過
し
た
。
登
録
者
や
利
用
者
の

状
況
は
。

（
企
画
財
政
部
長
）
12

月
10
日
現
在
７，
７
１
６

世
帯
、
２
万
１，
９
０
８
人
で

順
調
に
増
え
て
お
り
、
今
後
も

目
標
の
１
万
世
帯
３
万
人
を
超

え
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

今
ま
で
の
課
題
は
な
に

か
。
商
店
街
の
中
に
待
合

所
の
設
置
を
考
え
て
は
ど
う

か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
シ

ス
テ
ム
の
最
大
の
課
題
は

迎
え
に
行
く
時
、
時
間
が
そ
の

日
の
状
況
に
よ
っ
て
変
化
す
る

こ
と
。
台
数
を
増
や
す
こ
と
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。
商
店
の

待
合
所
に
シ
ー
ル
を
貼
る
等
も

検
討
し
た
い
。

市
内
の
他
地
域
や
市
外

へ
直
接
行
き
た
い
と
の
声

が
あ
る
が
。

（
企
画
財
政
部
長
）
市

内
外
の
事
業
者
の
協
力
が

課
題
で
あ
り
、
今
後
検
討
し
て

い
く
。

文
書
館
に
つ
い
て

市
内
に
は
、
先
人
達
か

ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
貴

重
な
古
文
書
や
行
政
文
書
が
あ

る
。
残
す
べ
き
文
書
、
整
理
方

法
、
保
存
年
数
等
統
一
さ
れ
て

い
る
か
。
資
料
の
調
査
は
ど
う

か
。

（
教
育
次
長
）
今
後
、

何
を
ど
の
様
に
残
す
か
統

一
し
た
基
準
、
収
集
、
保
管
の

方
法
、
活
用
方
法
に
つ
い
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
資
料
調

査
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
調
査

委
員
会
の
課
題
の
一
つ
と
し
て

考
え
た
い
。

既
存
の
施
設
を
利
用
し

て
文
書
館
を
設
置
し
た
ら

ど
う
か
。

（
教
育
次
長
）
文
化
財

保
護
事
業
全
体
を
、
新
市

と
し
て
構
築
す
る
考
え
で
保
護

施
策
を
進
め
た
い
。
古
文
書
館

を
含
め
て
施
設
整
備
に
つ
い

て
、
今
後
十
分
検
討
・
研
究
を

し
た
い
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

平
　
林
　
徳
　
子

議
員
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安
曇
野
管
内
で
今
年
、

交
通
事
故
死
が
多
発
し
て

い
る
。
原
因
と
対
策
を
抜
本

的
に
強
化
し
、
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
め
ざ
す
べ
き
で
は
な

い
か
。（

市
長
）
12
月
９
日
現

在
、
９
人
の
命
が
失
わ
れ

た
。
安
曇
野
警
察
署
、
交
通

安
全
協
会
、
道
路
管
理
者
、

地
元
の
住
民
の
方
と
現
地
診

断
、
対
策
会
議
を
行
な
っ
た
。

当
市
は
交
通
安
全
運
動
を
８

日
間
前
倒
し
し
て
実
施
し
、

啓
蒙
、
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

今
年
度
中
に
交
通
安
全
推
進

協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
予
定

だ
。

飲
酒
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

未
着
用
、ス
ピ
ー
ド
違
反
、

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
判
断

ミ
ス
な
ど
の
原
因
か
ら
、
ど

う
い
っ
た
対
応
策
を
練
っ
て

い
る
の
か
。

（
総
務
部
長
）
交
通
事

故
617
件
、
負
傷
者
812
人

と
い
う
状
況
だ
。
交
差
点
で

な
い
所
の
正
面
衝
突
、
軽
自

動
車
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
未
着

用
、
高
齢
者
、
若
者
、
飲
酒

と
い
っ
た
原
因
か
ら
、
道
路

を
狭
く
見
せ
ス
ピ
ー
ド
を
抑

え
る
た
め
の
ド
ッ
ト
ラ
イ
ン

の
導
入
や
、
交
差
点
改
良
に

す
ば
や
く
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。（

都
市
建
設
部
長
）
道

路
は
自
動
車
通
行
が
優
先

さ
れ
、
歩
行
者
・
自
転
車
の
利

用
に
配
慮
が
欠
け
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。危
険
個
所
、

安
全
施
設
設
置
の
要
望
を
聴

き
、
維
持
修
繕
に
努
め
、
安

心
・
安
全
な
道
路
整
備
を
す
す

め
た
い
。ド

ラ
イ
バ
ー
の
意
識
改

革
・
マ
ナ
ー
向
上
・
道
路

行
政
の
あ
り
方
な
ど
、
交
通

安
全
対
策
は
部
局
間
を
超
え

て
す
す
め
て
ほ
し
い
。

（
都
市
建
設
部
長
）
交

通
安
全
対
策
は
ソ
フ
ト
面

が
総
務
部
、
ハ
ー
ド
面
が
都

市
建
設
部
の
所
管
で
あ
る
。

相
互
に
連
携
を
と
り
、
速
や

か
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

中
山
間
地
の
森
林
、

農
業
、
住
民
生
活

当
市
の
土
地
利
用
計
画

に
よ
る
と
、
山
間
居
住
森

林
環
境
保
全
区
域
（
仮
称
）

が
市
の
東
と
西
の
両
サ
イ
ド

に
位
置
し
て
い
る
。
間
伐
材

利
用
・
植
林
・
山
の
管
理
・

水
源
涵
養
地
帯
の
役
割
な
ど
、

森
林
対
策
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

（
市
長
）
県
で
は
森
林

税
の
導
入
を
考
え
て
い

る
。
森
林
地
帯
、
里
山
保
全

と
い
っ
た
整
備
に
県
・
国
の

支
援
を
受
け
て
い
き
た
い
。

（
産
業
観
光
部
長
）
森

林
の
整
備
は
重
要
な
位
置

を
占
め
て
く
る
と
思
う
。
安

曇
野
市
森
林
整
備
基
本
計
画

に
沿
っ
て
、
間
伐
材
利
用
、

バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
地
域
資
源
の
有

効
活
用
、
地
球
環
境
保
全
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

松
く
い
虫
の
駆
除
、
被

害
が
起
こ
る
前
に
対
策
を

打
つ
な
ど
具
体
策
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
早

く
見
つ
け
て
早
く
処
理
す

る
の
が
大
事
だ
。
パ
ト
ロ
ー

ル
の
実
施
、
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ

で
の
薬
剤
散
布
も
考
え
た
い
。

市
民
の
命
と
財
産
守
る
施
策
を
市
政
の
根
幹
に
据
え
る

下
　
里
　
喜
代
一

議
員
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今
年
の
全
農
集
荷
仮
渡

し
金
は
、一
俵
60
kg
、７，
０

０
０
円
（
全
国
平
均
）
と
い
う

組
織
決
定
が
さ
れ
、
農
家
に
と

っ
て
深
刻
な
衝
撃
が
走
っ
た
。

２
０
０
６
年
度
産
米
の
労
働
報

酬
は
、２，
０
４
６
円
、時
給
に

換
算
す
る
と
256
円
。
労
働
者

最
低
賃
金
687
円
の
４
割
程
度

と
い
う
状
況
だ
。
安
曇
野
市
の

一
俵
当
た
り
米
価
と
経
費
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
米

価
は
常
に
厳
し
い
と
感
じ

て
い
る
。
長
野
県
産
米
の
今
年

の
仮
渡
し
金
一
俵
１
万
５
６
０

円
で
経
費
は
、
１
万
２
千
円
で

あ
る
。

一
俵
１
万
５
６
０
円
で

経
費
が
１
万
２
千
円
だ
と

す
る
と
赤
字
は
１，
４
４
０
円
。

米
の
作
り
手
が
な
く
な
る
。
集

落
営
農
も
３
年
の
平
均
価
格
と

い
う
こ
と
で
、
価
格
が
下
が
れ

ば
下
が
る
ほ
ど
米
価
が
下
が

る
。
ナ
ラ
シ
対
策
と
い
う
方
策

が
あ
る
が
、
出
資
の
方
法
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
ナ

ラ
シ
対
策
は
生
産
者
拠
出

金
が
４
分
の
１
と
な
り
、
当
市

は
一
反
歩
で
約
16
万
５
千
円
が

平
均
だ
。
そ
れ
以
下
の
価
格
に

な
る
と
発
動
さ
れ
、
そ
の
差
額

の
90
％
が
支
払
わ
れ
る
。
直

接
生
産
者
に
支
払
い
が
行
わ

れ
る
。

当
市
の
認
定
農
家
と
、

集
落
営
農
の
戸
数
と
割
合

は
。
国
は
担
い
手
対
策
を
す
る

目
的
で
、
農
地
を
集
約
し
て
国

際
化
に
耐
え
る
経
営
体
制
を
つ

く
る
と
い
う
が
、
米
価
の
下
落

に
よ
っ
て
担
い
手
は
育
た
な
い

と
思
う
。今
後
の
市
の
対
応
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
認

定
農
業
者
は
283
人
、
集
落

営
農
は
14
集
落
、
全
体
で
約

40
％
。
市
は
、
主
な
担
い
手
へ

の
援
助
と
し
て
10
ア
ー
ル
当
た

り
１，
０
０
０
円
の
奨
励
金
を

交
付
し
て
、
農
地
の
集
積
が
で

き
る
よ
う
事
務
的
な
も
の
に
補

助
を
し
て
い
る
。

（
市
長
）
下
落
が
と
ま

ら
な
い
米
価
、
い
っ
た
い

ど
こ
に
原
因
が
あ
る
の
か
。
い

く
ら
支
援
し
て
も
米
価
が
ど
ん

ど
ん
下
が
れ
ば
、
施
し
て
い
な

い
よ
う
な
状
況
さ
え
あ
る
。
集

落
営
農
あ
る
い
は
農
地
の
集
積

と
い
う
が
、
肝
心
の
損
益
分
岐

点
を
切
っ
て
い
る
状
況
で
は
、

や
れ
ば
や
る
ほ
ど
赤
字
。
今
後

市
も
で
き
る
範
囲
内
で
支
援

し
、
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
、
さ
ま
ざ
ま

な
関
係
者
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
効
率
的
な
農
業
経
営
と
い

う
道
を
探
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

農
業
用
燃
料
は
減
額
措

置
が
で
き
る
。
ど
の
よ
う

に
申
請
す
れ
ば
よ
い
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
実

際
の
面
積
を
農
業
委
員
会

か
ら
取
り
寄
せ
、
使
用
軽
油
の

数
量
や
引
取
予
定
販
売
業
者
を

書
き
、
松
本
合
庁
の
税
務
事
務

所
に
書
類
を
提
出
す
れ
ば
よ

い
。後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は

中
止
か
撤
回
に

保
険
料
の
滞
納
を
す
る

と
短
期
保
険
証
、
資
格
証

明
書
に
な
り
、
医
者
に
か
か
り

た
く
て
も
か
か
れ
な
い
事
態
が

生
ま
れ
る
と
思
う
が
、
市
の
対

応
は
。（

市
民
環
境
部
長
）
低

所
得
者
の
対
応
は
、
個
人

個
人
そ
れ
ぞ
れ
に
し
て
い
き
た

い
。被

保
険
者
資
格
者
証
の
交
付

は
広
域
連
合
で
市
町
村
の
意
見

を
聞
い
て
交
付
で
き
る
規
定
で

あ
る
。
画
一
的
に
交
付
す
る
考

え
は
な
い
。

（
要
望
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

75
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が
対

象
と
な
り
、
健
康
保
険
料
、
介

護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
。
認
知
症
、
う
つ
病
な

ど
介
護
に
か
か
っ
て
い
る
人
は

大
変
だ
。
こ
ん
な
医
療
制
度
は

中
止
か
撤
回
す
る
べ
き
だ
。

今
後
の
農
業
問
題
と
後
期
高
齢
者
医
療
の
対
応

草
　
深
　
　
　
温

議
員

����

���

���

㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
に

つ
い
て
、
内
容
・
ト
マ
ト

の
生
育
状
態
・
職
員
の
働
き
を

見
る
と
、
決
算
と
実
態
と
が
異

な
っ
て
い
る
。
ト
マ
ト
は
連
作

が
で
き
な
い
た
め
水
耕
栽
培
し

て
い
る
。
４
年
を
経
て
ト
マ
ト

の
顔
が
み
え
る
今
日
、
決
算
書

を
見
て
分
析
す
る
と
、
仕
掛
品

（
棚
卸
）
の
操
作
で
利
益
が
変

わ
る
。
第
三
期
の
期
首
棚
卸
が

９，
１
０
０
万
円
、
期
末
が
２

億
４，

３
０
０
万
円
。
な
ぜ
期

末
棚
卸
が
多
か
っ
た
の
か
。
三

期
は
不
作
で
作
付
け
が
ず
れ
た

た
め
、
売
上
が
少
な
く
、
棚
卸

が
一
年
間
の
総
製
造
費
用
を
加

算
し
、
年
間
生
産
量
の
kg
当

り
の
単
価
を
計
算
し
た
た
め
単

価
が
高
く
な
り
棚
卸
が
多
く
な

っ
た
。
な
ぜ
三
期
は
実
態
が
赤

字
で
あ
っ
た
の
に
、
棚
卸
を
約

三
倍
に
も
増
や
し
黒
字
決
算
を

し
た
の
か
。
第
四
期
は
期
首
棚

卸
が
多
か
っ
た
た
め
、２
億
４，

０
０
０
万
円
の
赤
字
と
な
っ

た
。
四
期
の
期
末
棚
卸
は
、
８，

５
０
０
万
円
と
少
な
く
、
棟
ご

と
に
経
費
を
計
算
し
、
作
付
け

か
ら
決
算
ま
で
の
経
費
を
加
算

し
棚
卸
を
計
算
し
た
た
め
、
正

し
い
棚
卸
が
で
き
た
。
三
期
は

作
付
け
の
不
作
で
収
量
が
上
が

ら
な
か
っ
た
の
で
、
１
億
５，

０
０
０
万
円
位
の
赤
字
を
出
せ

ば
、
四
期
は
９，
０
０
０
万
円

位
の
赤
字
で
済
ん
だ
は
ず
。
家

賃
を
考
慮
す
れ
ば
、
２，
０
０

０
万
円
の
赤
字
で
済
ん
だ
と
考

え
る
が
。

（
産
業
観
光
部
長
）
仕

掛
金
に
つ
い
て
は
議
員
の

言
わ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

運
転
資
金
の
借
入
限
度

は
、
一
般
の
指
標
で
月
商

の
２
カ
月
と
言
わ
れ
て
い
る
。

３
億
２，
０
０
０
万
円
の
売
上

に
対
し
て
、
約
６，
０
０
０
万

円
く
ら
い
な
ら
銀
行
も
貸
す

が
、こ
れ
以
上
の
借
入
は
無
理
。

２
億
５，
０
０
０
万
円
の
債
務

保
証
し
た
借
入
は
、
主
に
何
に

使
用
し
た
の
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）

２
億
５，
０
０
０
万
円
は

損
失
補
償
分
の
借
入
。１
億
３，

０
０
０
万
円
〜
１
億
４，
０
０

０
万
円
は
、
施
設
と
土
地
の

整
備
に
使
用
。
残
り
は
運
営
費

で
あ
る
。短

期
借
入
６，
２
０
０

万
円
は
と
も
あ
れ
、
長
期

借
入
２
億
１，
０
０
０
万
円
は

早
急
に
返
済
す
べ
き
。
使
用
料

７，
０
０
０
万
円
は
旧
三
郷
村

と
賃
貸
借
契
約
が
さ
れ
て
い
る

が
、
３
億
６，
０
０
０
万
円
の

売
上
で
、
使
用
料
７，
０
０
０

万
円
を
支
払
う
純
利
益
が
出
る

は
ず
が
な
い
。
二
割
の
純
利
益

な
ど
と
ん
で
も
な
い
話
で
、
最

近
す
ば
ら
し
い
技
術
者
が
入
っ

て
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
が
、

ど
う
に
も
腑
に
落
ち
な
い
。
市

長
ど
う
思
う
か
。

（
市
長
）
棚
卸
を
操
作

す
る
事
は
大
変
な
事
。
経

営
的
な
見
方
が
極
め
て
甘
か
っ

た
。
４
億
５，
０
０
０
万
円
〜

５
億
円
の
売
上
で
、
７，
０
０

０
万
円
の
家
賃
を
払
う
と
は

理
解
に
苦
し
む
。
経
営
体
質
が

極
め
て
弱
体
だ
っ
た
。
一
生
懸

命
や
っ
て
も
駄
目
な
ら
や
む
を

得
な
い
が
、
責
任
論
で
は
な
く

再
建
を
果
た
す
責
任
が
あ
る
。

家
賃
に
つ
い
て
も
適
切
な
金
額

か
、
議
員
の
知
恵
を
拝
借
し
た

い
。

当
面
は
ガ
ス
代
の
30
％

削
減
に
全
力
投
球
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
ガ
ラ
ス
の
汚

れ
に
よ
り
遮
光
現
象
が
極
め

て
心
配
。
五
期
か
ら
は
家
賃

を
除
き
黒
字
転
換
す
る
と
確

信
し
て
い
る
。
現
状
、
考
え

て
い
る
改
善
策
を
副
市
長
に

聞
き
た
い
。

（
副
市
長
）
組
織
と
管

理
体
制
の
見
直
し
、
技
術

職
員
を
追
加
採
用
し
、
燃
料
の

節
約
に
つ
い
て
対
応
中
。

120
人
の
職
員
と
従
業
員
を

雇
用
し
て
い
る
企
業
と
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
第
四
期
決
算
と
再
建
に
つ
い
て

大
　
月
　
晃
　
雄

議
員
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国
、
県
か
ら
の
財
政
支

援
地
方
交
付
税
が
、
今
後

厳
し
い
削
減
が
予
想
さ
れ
る
。

市
と
し
て
自
主
財
源
の
確
保
、

努
力
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。市

の
一
般
会
計
予
算
の
歳
入

に
法
人
が
占
め
る
割
合
は
、
市

民
税
19.3
％
、
固
定
資
産
税

46.2
％
と
、
大
き
な
比
重
を
占

め
て
い
る
。
市
の
運
営
、
長
期

建
設
計
画
か
ら
し
て
、
税
収
が

期
待
で
き
る
工
業
振
興
策
を
早

急
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
産
業
団
地
増
設
を
、
市
の

財
政
力
と
勘
案
し
な
が
ら
、
用

地
を
早
急
に
用
意
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

地
理
的
な
条
件
か
ら
、
あ
づ

み
野
産
業
団
地
ま
た
は
青
木
花

見
産
業
団
地
の
拡
張
造
成
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

（
市
長
）
工
場
誘
致
、

企
業
誘
致
は
企
業
に
と
っ

て
も
大
変
大
切
な
こ
と
で
あ

る
。
情
報
等
を
収
集
し
、
適

度
な
工
業
用
地
を
先
行
し
持

つ
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
現
在
、
土
地
利
用
等
の

検
討
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で

適
地
、
住
民
の
皆
さ
ん
方
の

理
解
も
得
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

23
年
に
土
地
利
用
計
画

を
定
め
、
25
年
で
な
け
れ

ば
工
場
誘
致
が
で
き
な
い
。
土

地
利
用
計
画
は
大
切
で
あ
る

が
、
増
設
、
拡
張
で
あ
れ
ば
市

民
の
皆
様
方
に
は
理
解
を
い
た

だ
け
る
の
で
は
な
い
か
。
25
年

ま
で
待
つ
の
か
。

（
市
長
）
具
体
的
に
は

そ
う
い
っ
た
話
も
出
て
く

る
場
合
も
あ
る
。
臨
機
応
変
に

対
応
し
て
い
く
ケ
ー
ス
と
、
長

い
目
で
土
地
利
用
の
上
か
ら

も
、
し
っ
か
り
と
し
た
計
画
を

つ
く
っ
て
行
く
こ
と
が
、
来
る

企
業
に
と
っ
て
も
大
変
安
心
だ

ろ
う
と
思
う
。
で
き
る
だ
け
早

い
時
点
で
土
地
利
用
を
、
23
年

を
目
標
に
、
全
力
を
挙
げ
て
良

い
方
向
で
頑
張
っ
て
い
く
。

工
業
関
係
を
含
め
た
誘

致
専
門
係
設
置
は
。

（
市
長
）
行
政
機
構
の

見
直
し
の
中
で
考
え
て
い

く
。
要
望
等
が
具
体
的
な
も
の

が
出
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
対

応
す
る
柔
軟
性
を
持
ち
な
が

ら
、
今
後
し
っ
か
り
体
制
も
整

え
て
い
く
。

幼
児
教
育
に
つ
い
て

小
学
校
へ
の
就
学
前
、

４
歳
・
５
歳
児
が
幼
稚

園
、
保
育
園
生
活
の
後
、
入

学
し
た
児
童
と
直
接
家
庭
生

活
か
ら
入
学
し
た
児
童
に
つ

い
て
、
団
体
生
活
、
学
習
へ

の
意
欲
、
取
り
組
み
に
違
い
が

あ
る
か
。

（
教
育
次
長
）
集
団
生

活
を
体
験
さ
せ
、
参
加
す

る
態
度
と
協
働
・
自
主
・
自
立

の
心
を
養
う
幼
児
教
育
は
、
人

格
の
形
成
に
お
い
て
非
常
に
大

切
で
あ
る
。

保
育
園
の
入
園
不
資
格

児
童
に
対
し
、
市
は
ど
の

よ
う
な
方
策
で
救
っ
て
い
る
の

か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
保

育
園
に
お
い
て
は
私
的
契

約
の
形
が
あ
る
。

市
と
し
て
子
育
て
支

援
・
少
子
化
対
策
、
そ
し

て
子
ど
も
は
す
べ
て
平
等
、
大

切
に
、
特
に
重
要
な
小
学
校
義

務
教
育
入
学
に
当
た
り
、
将
来

を
担
う
子
ど
も
達
の
ス
タ
ー
ト

を
同
一
に
し
て
学
習
活
動
を
さ

せ
る
べ
き
で
あ
り
、
私
的
契
約

児
童
の
保
育
料
の
差
額
は
市
で

負
担
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
私

的
契
約
に
つ
い
て
は
国
の

基
準
で
普
通
の
保
育
料
よ
り
も

高
目
で
設
定
さ
れ
て
い
る
。
な

る
べ
く
下
げ
る
流
れ
の
な
か
で

七
階
層
に
近
い
形
で
考
え
た

い
。

他
の
園
児
と
同
じ
、
家

庭
の
所
得
に
応
じ
た
保
育

料
に
で
き
な
い
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
下

げ
ら
れ
る
だ
け
下
げ
る
方

向
で
検
討
し
て
い
る
。

工
業
振
興
策
、
幼
児
教
育
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指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
の
目
的
が
ど
の
程
度
達

成
し
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る

か
。

（
総
務
部
長
）
運
営
面

は
概
ね
順
調
。
費
用
や
経

費
面
で
は
際
立
っ
た
効
果
は
見

込
め
て
い
な
い
が
、
今
後
は
公

募
に
よ
る
競
争
原
理
を
考
慮
し

て
い
き
た
い
。
管
理
者
が
長
期

計
画
を
立
て
に
く
い
の
で
適
切

な
期
間
設
定
を
考
え
て
い
る
。

指
定
管
理
者
の
選
定
に

当
た
っ
て
、
比
較
的
狭
い

範
囲
の
要
望
で
で
き
た
施
設
、

お
よ
び
第
３
セ
ク
タ
ー
が
管
理

し
て
い
る
施
設
の
場
合
、
公

募
・
非
公
募
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

（
総
務
部
長
）
長
期
的

に
中
身
を
検
証
し
、
詳
細

に
つ
い
て
今
後
検
討
を
し
て
い

く
。

基
金
を
持
っ
て
い
る
施

設
に
お
い
て
、
今
後
基
金

の
扱
い
を
ど
う
し
て
い
く
の

か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
ほ

り
で
ー
ゆ
〜
四
季
の
郷
等

五
施
設
が
施
設
整
備
基
金
を
持

ち
運
用
し
て
い
る
。
旧
町
村
時

代
の
経
過
を
踏
ま
え
、
今
後
自

治
体
の
基
金
と
し
て
の
管
理
を

研
究
し
て
い
く
。

施
設
に
は
民
間
企
業
と

し
て
運
営
し
て
い
け
る
施

設
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
総
務
部
長
）
現
状
の

す
べ
て
を
把
握
し
て
い
な

い
の
で
、
今
後
検
証
し
て
い

く
。

施
設
管
理
に
責
任
あ
る

行
政
は
必
要
に
応
じ
て
指

示
を
す
る
が
、
従
わ
な
い
時
は

取
り
消
し
も
あ
り
う
る
。
そ
の

場
合
の
関
与
で
き
る
範
囲
は
。

（
総
務
部
長
）
市
長
あ

る
い
は
教
育
委
員
会
に
お

け
る
取
り
消
し
も
あ
り
得
る
。

指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
き
に

関
す
る
条
例
で
、
指
定
を
取
り

消
す
前
に
聴
聞
、
弁
明
の
機
会

を
も
う
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
議
会
や
市
民
に
対
し

て
も
一
定
の
主
張
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

管
理
者
が
企
業
で
あ
る

場
合
、
経
理
や
事
業
報
告

に
つ
い
て
ど
こ
ま
で
立
ち
入
れ

る
の
か
。

（
総
務
部
長
）
協
定
書

が
個
々
に
作
成
さ
れ
、
協

定
書
に
合
わ
せ
た
経
営
を
行
っ

て
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
の
っ
と

っ
て
み
て
い
く
。

行
政
経
営
改
革

プ
ラ
ン
の
進
捗

「
地
方
公
共
団
体
財
政

健
全
化
法
」
に
よ
り
、
一

般
会
計
、
特
別
会
計
等
を
合

わ
せ
て
実
質
公
債
費
比
率
な

ど
、
４
つ
の
指
標
を
公
表
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
行
政
の

対
応
は
。

（
企
画
財
政
部
長
）
今
、

市
で
は
約
36
億
円
が
投
資

的
な
事
業
に
使
え
る
額
。
全

体
的
な
指
標
を
悪
化
さ
せ
な

い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

今
後
、
法
律
に
よ
り
市
の
財

政
に
関
係
し
た
合
計
額
が
将

来
負
担
比
率
に
な
る
が
、
国

か
ら
の
算
出
法
を
見
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
。

財
源
確
保
の
た
め
の
未

収
金
の
回
収
強
化
、
住
民

負
担
の
見
直
し
、
不
用
財
産
の

処
分
の
活
動
は
。

（
総
務
部
長
）
副
市
長

を
本
部
長
に
し
た
収
納
対

策
本
部
に
お
い
て
、
滞
納
金
の

徴
収
を
促
進
す
る
た
め
の
企

画
、
計
画
を
し
、
累
積
滞
納
額

の
解
消
を
進
め
る
。

（
市
長
）
住
民
負
担
の

見
直
し
は
、
旧
地
域
で
の

格
差
等
整
合
性
を
と
り
な
が
ら

公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
も

の
は
き
ち
っ
と
負
担
し
て
い
た

だ
く
。（

企
画
財
政
部
長
）
不

用
財
産
の
処
分
は
19
年
度

に
台
帳
を
作
成
し
、
今
後
利
用

が
あ
る
か
の
調
査
を
し
て
い

る
。
調
査
に
よ
り
売
却
す
る
も

の
は
来
年
度
か
ら
順
次
公
売
等

を
し
て
い
き
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度
の
現
状
と
今
後
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43
年
ぶ
り
に
実
施
し
た

全
国
学
力
テ
ス
ト
。
学
校

や
先
生
の
取
り
組
み
を
判
断
す

る
立
場
で
な
く
、
ど
う
学
力
向

上
に
活
か
す
か
と
い
う
立
場

で
、
伺
う
。
安
曇
野
市
の
結
果

を
分
析
し
た
特
徴
と
課
題
は
ど

う
か
。（

教
育
長
）
小
学
校
の

国
語
で
は
、
話
す
・
書
く

こ
と
の
知
識
は
お
お
む
ね
理
解

し
て
い
る
。
日
常
か
ら
読
む
こ

と
の
習
慣
づ
け
と
、
情
報
な
ど

的
確
に
読
み
取
っ
て
説
明
す
る

力
を
伸
ば
す
こ
と
が
課
題
。
算

数
で
は
計
算
問
題
は
お
お
む
ね

理
解
し
て
い
る
。
情
報
を
読
み

取
り
、
活
用
す
る
力
を
伸
ば
す

こ
と
が
課
題
。
中
学
校
の
国
語

は
、
漢
字
の
読
み
書
き
、
相
手

に
対
応
し
な
が
ら
話
す
・
聞
く

こ
と
は
、
お
お
む
ね
良
好
。
資

料
の
使
い
方
な
ど
活
用
す
る
力

が
課
題
。
数
学
で
は
計
算
問
題

は
お
お
む
ね
理
解
し
て
い
る
。

証
明
問
題
及
び
情
報
を
的
確
に

処
理
し
、
そ
の
結
果
を
比
較
考

察
す
る
力
が
課
題
。
学
力
と
学

習
状
況
と
の
関
連
は
、
基
礎
的

生
活
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
る

児
童
・
生
徒
の
正
答
率
が
高

い
。

毎
年
実
施
す
る
と
聞

く
、
結
果
の
分
析
・
誤
答

の
分
析
・
個
別
デ
ー
タ
と
の
関

連
性
な
ど
多
く
の
時
間
が
か
か

る
。
①
先
生
の
負
担
軽
減
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。
②
課
題
の

あ
る
児
童
・
生
徒
の
対
応
と
し

て
、
市
費
単
独
加
配
の
教
員
の

増
加
は
考
え
な
い
か
。
③
家
庭

で
の
学
習
意
欲
の
向
上
は
ど
う

進
め
る
の
か
。
④
社
会
教
育
を

は
じ
め
、
生
活
習
慣
の
確
立
、

読
書
活
動
な
ど
市
長
部
局
の
支

援
は
ど
う
か
。

（
教
育
長
）
①
学
校
、
先

生
か
ら
特
に
問
題
は
な
い

と
聞
い
て
い
る
。
②
特
に
教
員

の
増
員
は
考
え
て
い
な
い
。
③

一
人
一
人
の
課
題
の
向
上
の
た

め
の
手
だ
て
を
考
え
、
児
童
・

生
徒
と
保
護
者
で
じ
っ
く
り
懇

談
が
必
要
。

（
市
長
）
応
用
力
・
活

用
力
が
課
題
と
の
結
果
が

で
た
。
家
庭
と
地
域
と
行
政
が

一
緒
の
環
境
整
備
が
必
要
。
図

書
館
・
読
書
室
な
ど
、
教
育
環

境
の
整
備
も
子
ど
も
と
、
大
人

が
一
体
と
な
っ
て
や
る
必
要
が

あ
る
。

授
業
改
善
に
つ
い
て
、

市
教
委
の
指
導
・
支
援
に

つ
い
て
伺
う
。
①
毎
年
各
学

年
で
実
施
し
て
い
る
、
学
習

到
達
度
を
評
価
す
る
「
Ｃ
Ｒ

Ｔ
」
の
問
題
用
紙
と
デ
ー
タ

処
理
代
は
市
で
負
担
で
き
な

い
か
。
②
授
業
改
善
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
と
ボ
ー
ド
の
導

入
が
必
要
で
は
な
い
か
。
③

学
力
向
上
プ
ラ
ン
の
作
成
な

ど
改
善
実
践
に
向
け
た
取
り

組
み
は
考
え
て
い
る
か
。

（
教
育
長
）
①
校
長
会

と
相
談
し
、
４
年
生
以
上

で
教
科
を
き
め
て
市
で
負
担
し

て
い
る
が
、
１
〜
３
年
と
教
科

に
よ
っ
て
学
年
費
で
お
願
い
し

て
い
る
。
②
前
向
き
に
考
え
て

い
る
。
③
校
内
に
評
価
委
員
会

を
設
け
て
次
の
授
業
改
善
に
役

立
て
て
い
る
。

学
校
間
・
自
治
体
間
の

競
争
の
始
ま
り
を
予
感
す

る
。
市
教
委
は
旧
町
村
の
特
徴

あ
る
教
育
は
尊
重
し
て
も
ら
い

た
い
。（

教
育
長
）
地
域
の
自

然
・
歴
史
・
文
化
・
環
境

等
を
生
か
し
て
、
福
祉
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
交
流
な
ど
、
地
域

性
を
生
か
し
た
教
育
を
今
後
も

続
け
た
い
。

心
の
教
育
を

児
童
・
生
徒
の
痛
ま
し

い
事
件
が
後
を
絶
た
な

い
。
学
校
が
無
機
質
、
潤
い
が

無
い
、
癒
し
の
場
に
な
っ
て
い

な
い
と
聞
く
。「
命
を
は
ぐ
く

む
花
壇
づ
く
り
」
を
提
案
す
る

が
ど
う
か
。

（
教
育
長
）
教
育
の
最

後
は
心
の
教
育
に
な
る
、

学
校
も
お
お
い
に
心
が
け
て
い

る
。
花
づ
く
り
も
心
の
教
育
の

大
事
な
一
つ
と
思
う
。
実
情
を

見
て
今
後
研
究
し
て
い
き
た

い
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
、
い
か
に
学
力
向
上
に
活
か
す
か
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生
活
環
境
・
住
環
境
に

観
点
を
置
い
て
、
事
業
の

あ
り
方
に
付
い
て
聞
き
た
い
。

穂
高
駅
西
の
事
業
は
、
ほ
っ
て

お
け
ば
、
虫
食
い
状
態
に
な
り

問
題
が
出
る
と
い
う
こ
と
で
、

事
業
が
位
置
付
け
ら
れ
た
。
地

権
者
、
周
辺
の
人
た
ち
の
問
題

が
あ
る
が
、
そ
こ
の
地
域
が
市

の
中
で
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る

の
か
、
そ
う
い
う
観
点
で
事
業

が
さ
れ
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
。

（
市
長
）
駅
西
の
問
題

は
平
成
２
年
に
旧
穂
高
町

で
区
画
整
理
事
業
が
あ
っ
た

が
、
地
権
者
、
地
域
の
方
は
、

農
業
或
い
は
緑
を
保
ち
た
い
意

向
が
有
り
、
駅
周
辺
と
し
て
は

数
少
な
い
景
観
の
残
っ
た
地
域

で
あ
る
が
、
地
権
者
の
方
の
活

用
す
べ
き
所
は
し
た
い
と
い
う

事
で
話
し
合
い
が
さ
れ
て
来

た
。地

域
の
あ
り
方
、
駅
東
西
の

交
流
見
込
み
も
考
え
、
地
域
の

方
の
本
当
の
気
持
ち
は
何
処
に

あ
る
か
を
考
え
て
や
っ
て
い
き

た
い
。

現
実
の
問
題
と
し
て
開

発
さ
れ
る
と
、
駅
に
関
わ

る
事
、
近
く
の
動
線
を
考
え
る

な
ら
、
福
祉
部
門
の
施
設
や
プ

ー
ル
が
あ
り
、
ま
た
将
来
は
一

定
の
住
宅
化
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
い
う
中
で
担
保
は
ど
の
よ

う
な
形
で
し
て
い
く
の
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
地

権
者
の
方
も
、
今
後
あ
る

程
度
農
地
を
残
し
て
い
き
た
い

と
い
う
方
も
い
る
の
で
、
区
画

整
理
事
業
を
行
っ
て
も
、
す
ぐ

に
宅
地
化
さ
れ
る
事
に
は
な
ら

な
い
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、

調
整
地
を
兼
ね
た
公
園
、
駅
前

広
場
も
予
定
し
て
お
り
、
風
景

も
す
ぐ
な
く
な
る
事
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

将
来
へ
の
展
望
も
な
け

れ
ば
い
け
な
い
訳
で
、
仮

に
宅
地
開
発
が
さ
れ
て
も
、
一

定
の
担
保
が
き
っ
ち
り
と
で
き

る
、
そ
う
い
う
検
討
を
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
一

番
恐
れ
て
い
る
の
は
ス
プ

ロ
ー
ル
化
（
虫
食
い
開
発
）
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
な

り
の
基
盤
は
作
っ
て
置
く
観
点

で
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

全
市
的
な
一
つ
の
財
産

と
し
て
形
成
さ
れ
る
と
い

う
観
点
か
ら
、全
市
的
な
立
場
、

例
え
ば
地
域
審
議
会
の
中
な
ど

で
議
論
や
意
見
集
約
は
さ
れ
た

の
か
。（

都
市
建
設
部
長
）
平

成
８
年
頃
か
ら
、
地
域
、

地
権
者
と
の
懇
談
会
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
今

の
計
画
が
出
来
て
き
た
。
地
域

審
議
会
に
も
説
明
し
意
見
を
聞

い
て
き
た
。
穂
高
地
域
に
は
理

解
を
い
た
だ
い
て
き
た
。

観
光
面
か
ら
考
え
た
屋

敷
林
、
道
祖
神
と
道
路
の

関
連
性
、
水
路
と
生
態
系
な
ど

検
討
課
題
が
あ
る
が
、
明
確
に

説
明
し
、
理
解
が
得
ら
れ
て
保

全
す
る
人
も
理
解
さ
れ
、
参
加

出
来
る
形
態
を
作
り
出
す
観
点

で
進
め
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。

（
市
長
）
地
域
の
方
、

地
権
者
の
方
、
安
曇
野
市

の
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
す
る

方
の
お
力
添
え
で
、
い
い
方

向
が
残
る
よ
う
支
援
し
て
い

き
た
い
。社

会
福
祉
法
人
穂
高
白

百
合
荘
の
現
状
に
つ
い

て
、
白
百
合
荘
で
問
題
が
起
き

て
い
る
事
は
知
っ
て
い
る
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は

現
在
事
情
が
あ
り
休
止
し
て

い
る
。
そ
れ
か
ら
、
施
設
内

に
お
い
て
は
若
干
の
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

従
業
員
と
経
営
者
の
間
で

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
と
い
う
事

で
あ
る
が
、
行
政
と
も
係
わ

り
を
持
っ
て
き
た
介
護
保
険

の
事
業
所
で
あ
り
、
市
と
し

て
出
来
る
事
は
、
尽
力
を
お

願
い
し
て
い
る
。

���

�����

����

住
民
の
理
解
と
将
来
展
望
を
持
っ
て
穂
高
駅
西
整
備
事
業
を

青
　
柳
　
吉
　
宏

議
員
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三
郷
北
小
倉
産
廃

中
間
処
理
施
設
と

環
境
に
つ
い
て

①
違
法
建
築
、
農
作
物

被
害
、
環
境
被
害
で
は
、

埃
（
ほ
こ
り
）
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
破
砕
に
よ
る
、
人
へ
の
健
康

被
害
、
風
評
被
害
な
ど
が
心
配

さ
れ
、
ま
た
、
産
廃
物
の
搬
入

と
な
れ
ば
交
通
災
害
・
埃
・
悪

臭
な
ど
心
配
さ
れ
る
。
②
廃
棄

物
処
理
法
14
条
に
抵
触
す
る
。

県
よ
り
の
「
行
政
指
導
に
従
わ

な
い
」そ
ん
な
業
者
を
認
定
し
、

事
業
を
さ
せ
て
い
い
か
。
③
安

曇
野
市
民
憲
章
は
理
念
、
基
本

構
想
で
も
、
土
地
利
用
計
画
で

も
、
ど
ち
ら
も
「
安
曇
野
市
の

環
境
と
安
心
し
て
暮
ら
し
」
を

安
曇
野
市
の
基
本
と
し
て
い

る
。
産
廃
の
施
設
が
こ
の
北
小

倉
地
区
に
存
在
す
る
事
に
市
民

の
合
意
が
得
ら
れ
る
と
は
到
底

考
え
ら
れ
な
い
。
④
北
小
倉

対
策
委
員
会
等
と
共
同
行
動

で
「
知
事
に
許
可
を
出
さ
せ

な
い
た
め
」
に
住
民
の
皆
さ

ん
が
署
名
を
始
め
た
。
今
後
、

安
曇
野
市
民
と
市
長
・
議
会

の
三
者
に
よ
る
、
強
化
、
行

政
で
は
環
境
部
の
事
務
局
や

担
当
を
総
合
支
所
に
。

（
市
民
環
境
部
長
）
①

市
公
害
条
例
の
数
量
以
下

で
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
対

応
す
る
。
②
不
安
を
感
ず
る
業

者
と
考
え
る
。
③
市
民
に
信
頼

さ
れ
る
デ
ー
タ
が
大
事
。
信
頼

の
あ
る
も
の
が
運
営
を
す
る
こ

と
。

（
市
長
）
現
行
の
制
度

は
逸
脱
で
き
な
い
、
裁
判
、

司
法
判
断
に
注
目
す
る
。
市
民

の
皆
さ
ん
と
や
る
べ
き
事
は
や

て
い
く
。
公
害
な
ど
悪
い
影
響

が
あ
れ
ば
、
し
か
る
べ
き
手
段

を
と
る
。

安
曇
野
市
平
和
都
市
宣
言

の
制
定
を
！

①
平
和
を
願
う
住
民
や

団
体
か
ら
、
安
曇
野
市
平

和
都
市
宣
言
の
要
請
が
、
安
曇

野
市
長
に
１，
２
２
２
名
の
署

名
を
添
え
、
寄
せ
ら
れ
た
。
早

い
「
安
曇
野
市
平
和
都
市
宣
言

の
制
定
」
と
市
民
と
平
和
行
事

を
。
②
「
戦
争
を
風
化
さ
せ
な

い
、
市
民
が
安
心
で
き
る
」
平

和
政
策
具
体
的
取
り
組
み
を
。

安
曇
野
市
の
平
和
教
育
で
の
パ

ネ
ル
な
ど
の
巡
回
展
、
広
島
へ

の
研
修
・
修
学
旅
行
を
。

（
市
長
）
平
和
は
誰
し

も
が
願
う
と
こ
ろ
。
合
併

前
の
宣
言
を
引
き
継
ぎ
、
改
め

て
、
し
っ
か
り
し
た
平
和
都
市

宣
言
に
し
た
い
。
平
和
記
念
祭

等
チ
ャ
ン
ス
が
近
く
出
る
だ
ろ

う
。

（
総
務
部
長
）
各
団
体

な
ど
と
話
を
し
て
い
き
た

い
。

（
教
育
長
）
パ
ネ
ル
の

巡
回
展
は
校
長
会
で
伝
え

る
、
各
校
長
が
判
断
す
る
。
広

島
へ
の
修
学
旅
行
は
平
和
教
育

で
の
意
義
が
あ
る
。
各
校
の
自

主
性
に
任
せ
る
。

保
育
園
跡
地
に
障
害
児
の

療
育
セ
ン
タ
ー
を
！

①
堀
金
保
育
園
の
後

（
跡
地
）
利
用
は
。
堀
金

児
童
館
の
早
期
の
移
転
、
児
童

ク
ラ
ブ
、
安
曇
野
市
の
総
合

「
障
害
児
の
療
育
セ
ン
タ
ー
」

「
心
の
相
談
室
」
な
ど
の
併
設

を
提
案
。
②
障
害
児
保
育
の
現

状
は
。
病
児
保
育
・
病
後
児
保

育
で
、
専
門
の
看
護
師
の
配
置

を
提
案
。
緊
急
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
。
こ
こ
で
も
、
専
門
職

の
常
駐
職
員
の
派
遣
を
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
①

保
育
園
の
跡
地
は
児
童

館
、
跡
地
の
有
効
利
用
で
は
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と

し
て
、
療
育
セ
ン
タ
ー
機
能
に

つ
い
て
来
年
度
研
究
し
た
い
。

心
の
相
談
、
総
合
利
用
で
き
る

セ
ン
タ
ー
と
し
て
考
え
る
。
②

保
育
園
障
害
児
で
現
在
63
人
に

対
し
て
加
配
で
52
人
の
職
員
を

つ
け
て
い
る
。
③
病
後
児
保
育

は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
市

と
し
て
検
討
す
る
。
病
児
保
育

は
財
政
が
大
変
。
緊
急
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
は
現
在
20
件
を

受
け
て
き
た
。

松
　
澤
　
好
　
哲

議
員

平
和
に
暮
ら
せ
る
“
ま
ち
づ
く
り
”
を
市
民
と
共
に
！
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合
併
２
年
を
経
過
し
、

市
の
総
合
計
画
が
出
来
上

が
る
。
こ
の
際
、
合
併
協
定
時

の
545
に
亘
る
「
協
定
項
目
」

の
進
捗
状
況
と
、
達
成
へ
の
意

思
を
確
認
し
た
い
。

（
企
画
財
政
部
長
）
最

近
の
調
査
で
は
全
体
の

86
％
（
470
項
目
）
が
調
整
済

み
で
あ
る
。
残
り
14
％
（
75
項

目
）
は
平
成
20
年
度
以
降
に
調

整
し
て
い
く
。
未
調
整
項
目
に

は
、
①
新
市
の
事
務
所
の
位
置

②
事
務
組
織
・
機
構
の
扱
い
③

市
の
歌
④
消
防
団
の
扱
い
⑤
防

災
無
線
の
整
備
⑥
投
票
所
・
開

票
所
の
見
直
し
⑦
配
食
サ
ー
ビ

ス
⑧
環
境
基
本
計
画
⑨
農
業
女

性
グ
ル
ー
プ
の
育
成
⑩
農
作
業

労
力
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
⑪

都
市
計
画
の
区
域
区
分
⑫
上
下

水
道
の
加
入
負
担
金
⑬
通
学
区

域
⑭
遠
距
離
通
学
費
補
助
⑮
生

涯
学
習
基
本
構
想
推
進
組
織
の

設
置
な
ど
が
あ
る
。

（
市
長
）
大
体
は
皆
様

の
ご
理
解
に
よ
っ
て
順
調

に
進
ん
で
い
る
。
残
っ
て
き
て

い
る
も
の
は
な
か
な
か
手
ご
わ

い
か
ら
初
心
に
戻
り
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。

㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
の

経
営
改
善
計
画
は
12
月
中

に
は
出
来
上
が
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
進
捗
状
況
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
１

月
上
旬
に
は
議
会
に
示

す
。
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・

会
計
士
・
県
農
業
技
術
専
門
員

等
の
指
導
を
受
け
作
成
中
。

市
監
査
委
員
の
指
摘

事
項
に
つ
い
て
４
カ
月

程
経
過
し
て
い
る
が
、
そ
の
間

の
検
討
・
改
善
の
結
果
は
ど
う

か
。①

金
融
機
関
と
の
間
で
市

の
損
失
補
償
契
約
書
が
取
り

交
わ
さ
れ
ず
に
入
金
が
さ
れ

て
お
り
、
早
急
に
是
正
す
べ

き
こ
と
。
②
市
の
損
失
補
償

限
度
額
は
２
億
５，
０
０
０
万

円
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

三
金
融
機
関
と
の
契
約
書
は

合
計
３
億
６，
２
５
０
万
円
で

あ
る
の
で
、
契
約
書
の
見
直

し
を
す
べ
き
こ
と
。
③
償
還

期
限
を
越
え
て
借
り
入
れ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
見
直
し

す
べ
き
こ
と
。

（
産
業
観
光
部
長
）
結

論
か
ら
い
う
と
い
ま
だ

是
正
し
て
い
な
い
。
損
失
補

償
契
約
に
つ
い
て
は
、
全
体

の
中
で
係
争
中
で
あ
り
、
司

法
の
場
で
論
議
し
て
い
く
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
具
体
的

に
お
答
え
で
き
な
い
が
、
銀

行
と
は
折
衝
中
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
借
入
金
の
償
還
期

限
の
見
直
し
、
訂
正
に
関
し

て
は
、
金
融
機
関
と
は
っ
き

り
約
束
が
で
き
て
い
る
。

市
の
公
職
者
が
会
社

の
役
員
の
立
場
で
保
証

人
と
な
っ
て
い
る
。
総
務
省
の

指
針
に
は
、「
私
人
の
立
場
で

保
証
す
る
こ
と
は
、
公
職
の
立

場
に
お
け
る
契
約
と
混
同
さ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
避
け
る

べ
き
」
と
あ
る
。
こ
の
点
監
査

委
員
の
指
摘
を
受
け
、
見
直
し

は
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の

金
額
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
今

回
の
改
善
計
画
・
組
織
の

見
直
し
の
中
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。
金
額
は
５，
０
０
０
万

円
で
あ
る
。

損
失
補
償
と
債
務
保
証

と
は
同
義
と
解
釈
し
て
い

る
と
理
解
し
て
い
い
か
。
ま
た

金
融
機
関
は
何
の
担
保
も
設
定

し
な
い
で
融
資
し
て
い
る
の

か
。
何
か
覚
書
と
か
念
書
、
協

定
書
な
ど
は
な
い
の
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
損

失
補
償
と
債
務
保
証
は
違

う
。（

副
市
長
）
議
会
の
議
決

を
経
た
損
失
補
償
額
が
担

保
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う

形
で
あ
る
。

何
一
つ
是
正
で
き
て
い

な
い
状
況
の
ま
ま
経
営
改

善
計
画
を
作
っ
て
も
、
資
金
計

画
は
偽
装
で
あ
り
、
計
画
全
体

は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
に
な

る
。
き
ち
ん
と
す
べ
き
。

（
副
市
長
）
経
営
改
善

計
画
を
出
す
と
き
に
は
、

全
部
き
ち
っ
と
し
た
い
。
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偽
装
資
金
計
画
と
な
ら
な
い
よ
う
に

丸
　
山
　
祐
　
之

議
員
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こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
議
会
か
ら
の
指
摘
や

市
の
監
査
に
と
ど
ま
ら
ず
、

住
民
監
査
請
求
も
あ
り
、
住

民
訴
訟
に
ま
で
発
展
し
て
い

る
。
昨
年
の
12
月
議
会
で
、

第
四
期
決
算
に
つ
い
て
、
そ

の
実
態
が
報
告
さ
れ
て
い
れ

ば
、
今
頃
は
経
営
改
善
計
画

も
実
行
に
移
さ
れ
、
第
四
期

決
算
も
改
善
し
た
か
も
し
れ

ず
非
常
に
残
念
で
あ
る
。
そ

こ
で
い
く
つ
か
質
問
す
る
。

Ｃ
金
融
機
関
か
ら
借
り
入

れ
た
６，
０
０
０
万
円
は
損
失

補
償
契
約
だ
と
い
う
が
、
そ

の
契
約
書
は
存
在
し
な
い
。

そ
れ
で
も
間
違
い
な
く
損
失

補
償
契
約
な
の
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
こ

れ
は
ま
さ
し
く
損
失
補
償

契
約
で
あ
る
。

契
約
書
の
不
備
と
い
う

こ
と
で
は
、
栽
培
施
設
の

賃
貸
借
契
約
は
17
年
間
で
あ
る

の
に
、
指
定
管
理
者
の
指
定
で

は
10
年
間
と
な
っ
て
お
り
、
期

間
が
一
致
し
て
い
な
い
。
指
定

管
理
の
協
定
書
も
な
い
。
こ
ん

な
契
約
で
い
い
の
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
そ

れ
ぞ
れ
の
契
約
期
間
が
一

致
し
て
い
な
い
こ
と
や
協
定

書
が
無
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
四
期
決
算
に
つ
い
て

四
期
目
の
決
算
か
ら
現

状
を
ど
う
把
握
し
て
い
る

か
。
経
営
改
善
は
困
難
で
は
な

い
か
。（

産
業
観
光
部
長
）
４

月
提
出
の
経
営
改
善
計
画

は
見
直
せ
と
言
わ
れ
た
が
、
土

台
の
と
こ
ろ
は
し
っ
か
り
や
っ

て
き
た
の
で
、
そ
の
成
果
は
出

て
き
た
と
思
う
。

売
上
高
に
対
す
る
売
上

原
価
は
、
原
材
料
費
24
％
、

人
件
費
40
％
、
水
道
光
熱
費

33
％
、
棚
卸
資
産
廃
棄
12
％
、

こ
れ
だ
け
で
も
売
上
高
に
対
し

て
110
％
を
超
え
る
。
作
れ
ば

作
る
ほ
ど
赤
字
。
問
題
に
な
っ

て
い
る
施
設
使
用
料
７，
０
０

０
万
円
余
を
切
り
捨
て
て
も
ら

っ
て
も
、赤
字
は
解
消
し
な
い
。

（
産
業
観
光
部
長
）
現

時
点
で
の
見
直
し
の
な
か

で
は
売
上
の
向
上
は
で
き
る
と

感
じ
て
い
る
。

毎
年
１
億
円
ず
つ
赤
字

を
出
し
て
き
た
と
い
え

る
。
こ
れ
は
ト
マ
ト
栽
培
の
技

術
的
な
問
題
よ
り
も
、
当
初
計

画
の
ま
ず
さ
や
市
場
経
済
を
無

視
し
た
や
り
方
の
当
然
の
結
果

で
は
な
い
か
。

（
市
長
）
行
政
分
野
、

政
治
分
野
の
ト
ッ
プ
と
し

て
、
三
セ
ク
に
全
く
関
係
な
い

と
は
い
え
な
い
が
、
ど
こ
ま
で

責
任
を
負
う
か
は
明
確
に
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
今
は
瀬
戸
際
に

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
企
業
分

野
で
の
改
善
に
全
社
万
全
の
体

制
を
と
り
、
努
力
す
べ
き
だ
。

施
設
使
用
料

７，
０
０
０
万
円
余
の

妥
当
性
に
つ
い
て

施
設
使
用
料
７，
０
０

０
万
円
余
に
つ
い
て
、
当

初
計
画
か
ら
算
出
根
拠
が
曖
昧

で
問
題
を
は
ら
ん
だ
ま
ま
事
業

が
進
ん
だ
。
市
と
し
て
今
後
ど

う
対
応
し
て
い
く
つ
も
り
か
。

（
市
長
）
現
実
か
ら
見

て
７，
０
０
０
万
円
は
何

を
根
拠
に
し
た
の
か
疑
問
。
村

が
７
億
円
出
し
た
か
ら
毎
年

７，
０
０
０
万
円
ず
つ
10
年
間

で
回
収
す
る
と
い
う
の
は
、
市

場
を
無
視
し
た
や
り
方
だ
と
思

う
。

（
産
業
観
光
部
長
）
㈱

三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
の
新
し

い
経
営
改
善
計
画
を
検
証
し
、

使
用
料
を
し
っ
か
り
と
見
直
し

決
め
て
い
き
た
い
。

㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル
の
経
営
改
善
の
見
通
し
は

小
　
林
　
純
　
子

議
員

��

��

��

�� �

���
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三
郷
小
倉
区
に
あ
る
中

間
処
理
施
設
の
稼
動
阻
止

に
向
け
て
北
小
倉
ご
み
処
理
問

題
対
策
部
会
、
三
田
廃
棄
物
処

理
対
策
委
員
会
、
あ
づ
み
農
協

農
政
協
議
会
が
運
動
を
進
め
て

い
る
。
新
し
い
問
題
と
し
て
上

下
水
道
の
接
続
に
つ
い
て
直
接

市
に
ふ
り
か
か
っ
て
い
る
。
平

林
市
長
は
署
名
に
対
し
て
深
い

理
解
を
示
し
て
お
り
、
皆
、
意

を
強
く
し
て
い
る
。
①
中
間
処

理
施
設
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
の

基
に
建
設
さ
れ
行
政
の
係
わ
り

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
②
行
政

と
住
民
は
信
頼
関
係
を
築
く
事

に
よ
り
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
が
で
き
る
。
今
後
の
取

り
組
み
姿
勢
に
つ
い
て
住
民
と

積
極
的
に
懇
談
す
る
姿
勢
が
あ

る
か
。
③
㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル

の
ト
マ
ト
の
蔓
処
分
に
つ
い
て
、

委
託
す
る
構
想
が
あ
っ
た
か
。

（
市
民
環
境
部
長
）
①

業
者
は
平
成
15
年
８
月
及

び
10
月
に
事
業
計
画
を
県
に
提

出
し
た
。
県
か
ら
旧
三
郷
村
に

対
し
意
見
照
合
が
あ
り
、
平
成

16
年
７
月
に
承
認
し
た
。
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
施
設
や
経

過
に
疑
問
の
訴
え
が
あ
り
、
県

で
は
承
認
を
取
り
消
し
不
承
認

と
し
た
。

（
副
市
長
）
②
問
題
が

有
る
の
で
心
配
だ
と
い
う

疑
念
が
あ
り
、
問
題
が
生
じ

た
場
合
は
、
県
の
責
任
に
お

い
て
対
処
す
る
よ
う
一
項
目

を
入
れ
た
。
担
当
係
長
も
助

役
も
確
認
し
て
い
る
。
今
に

な
っ
て
み
れ
ば
向
こ
う
の
ペ

ー
ス
に
な
っ
て
い
た
。
業
者

の
当
時
の
経
緯
に
つ
い
て
は

住
民
に
説
明
し
て
い
な
い
。

県
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
た

の
で
、
関
係
者
の
意
見
の
な

か
で
問
題
な
い
判
断
を
し
た
。

（
産
業
観
光
部
長
）
③

ト
マ
ト
の
蔓
の
処
分
に
つ

い
て
は
収
穫
終
了
時
200
ト
ン

を
超
え
る
排
出
と
な
る
の
で
、

委
託
処
理
す
る
想
定
で
進
め

た
。
廃
棄
物
処
理
は
一
年
後
な

の
で
業
者
は
予
定
し
て
い
な

い
。財

政
健
全
化
法
に
対
す
る

市
の
取
り
組
み
は

自
治
体
財
政
健
全
化
法

の
施
行
に
よ
り
、
第
３
セ

ク
タ
ー
や
公
社
を
含
め
た
指
標

の
整
備
と
情
報
開
示
に
つ
い

て
、
平
成
19
年
度
の
決
算
か
ら

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

20
年
度
か
ら
は
財
政
健
全
化
計

画
の
策
定
の
義
務
付
け
が
さ
れ

る
が
、
①
現
行
制
度
の
指
標
に

対
し
新
制
度
の
指
標
に
よ
る
安

曇
野
市
と
し
て
予
測
さ
れ
る
影

響
は
考
え
ら
れ
る
か
。
②
平
成

19
年
度
か
ら
の
公
表
は
ど
の
よ

う
に
実
施
す
る
か
。
③
財
政
健

全
化
計
画
の
策
定
の
義
務
付
け

に
対
す
る
対
応
と
、
市
独
自
の

健
全
財
政
の
指
標
設
定
の
考
え

は
あ
る
か
。

（
市
長
）
財
政
の
健
全

化
維
持
は
極
め
て
重
要

で
、
今
後
更
に
把
握
、
研
究
し

後
々
負
債
を
抱
え
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
事
業
の
実
施
を
し
て

い
く
。
平
成
20
年
度
予
算
編
成

に
お
い
て
も
重
く
見
て
厳
し
く

す
る
。（

企
画
財
政
部
長
）
①

実
質
公
債
費
比
率
に
お
い

て
、
20
年
度
予
算
編
成
方
針

で
も
市
債
発
行
額
を
抑
え

18
％
未
満
の
中
で
進
め
返
済

額
の
割
合
に
も
注
意
を
払
う
。

第
３
セ
ク
タ
ー
の
債
務
等
も

加
わ
っ
て
く
る
の
で
財
務
状

況
の
健
全
化
を
進
め
る
。
②

予
算
状
況
、
決
算
状
況
と
同

じ
に
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
指
標
も
公
表
す
る
。
ま
た
、

他
団
体
と
の
比
較
も
公
表
時

に
お
い
て
検
討
し
て
い
く
。

③
安
曇
野
市
の
連
結
の
中
で

普
通
会
計
、
特
別
会
計
、
公

営
企
業
会
計
、
そ
れ
に
財
政

援
助
団
体
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
、
行
政
コ
ス
ト
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
を
作
成

し
公
表
し
て
い
く
。

産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
建
設
経
緯
と
取
り
組
み
姿
勢
は

青
　
柳
　
圭
　
二

議
員
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新聞報道された㈱三郷
ベジタブルの問題
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食
料
国
内
自
給
率
（
カ

ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
39
％
の

現
状
を
地
方
自
治
体
と
し
て
ど

う
思
う
か
。

（
市
長
）
39
％
と
い
う

の
は
日
本
全
体
の
自
給
率

を
発
表
し
た
も
の
、
地
方
自
治

体
の
討
議
に
は
戸
惑
う
。
国
の

方
で
施
策
と
し
て
行
っ
て
い
た

だ
か
ざ
る
を
え
な
い
。
市
と
し

て
は
、
農
業
者
に
支
援
策
を
講

じ
て
対
応
し
て
い
る
。

お
米
の
消
費
拡
大
策
を
！

米
の
消
費
量
（
一
人
当

り
昭
和
37
年
118
kg
、
平
18

年
61
kg
）
は
年
々
減
り
続
け
て

い
る
。

米
消
費
拡
大
に
む
け
①
米
食

文
化
を
取
り
も
ど
す
食
育
の
徹

底
（
栄
養
学
の
再
考
）
②
多
様

な
用
途
の
開
発
（
米
パ
ン
・
米

麺
・
菓
子
・
酒
類
等
）
③
消
費

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
生
産
④
地
産

都
商
（
友
好
都
市
へ
の
産
直
）

の
推
進
⑤
前
説
の
取
り
組
み
に

む
け
、
積
極
的
に
米
消
費
拡
大

関
係
予
算
の
充
実
が
と
れ
な
い

も
の
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
米

の
消
費
拡
大
は
大
事
な
食

育
を
背
負
っ
て
い
る
の
で
十
分

に
検
討
し
て
い
く
。

①
食
の
教
育
の
徹
底
に
は
、
家

庭
の
中
で
親
が
子
に
伝
え
て
い

く
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
て
い
る
。

②
多
様
な
用
途
の
開
発
は
大

事
。
農
業
者
・
農
業
団
体
・
流

通
産
業
・
食
品
加
工
・
一
体
と

な
っ
て
の
活
動
が
大
事
と
考
え

て
い
る
。

③
消
費
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
的
確
に
と
ら
え

進
め
て
い
き
た
い
。

④
友
好
都
市
へ
の
産
直
は
現
在

少
量
だ
が
行
っ
て
い
る
。
大
量

と
な
れ
ば
組
織
的
な
必
要
が
あ

る
の
で
Ｊ
Ａ
等
関
係
者
と
話
し

合
い
検
討
し
て
い
き
た
い
。

⑤
関
係
予
算
の
充
実
に
つ
い
て

は
今
即
答
は
で
き
な
い
が
、
十

分
検
討
し
て
予
算
付
け
し
て
い

き
た
い
。

食
べ
方
が

地
球
環
境
を
変
え
る

温
暖
化
防
止
に
「
身
土

不
二
」
の
考
え
で
地
産
地

消
、
旬
産
旬
消
の
推
進
を
。

①
現
在
計
画
中
の
食
育
推
進
計

画
は
、
地
域
食
材
の
利
用
（
和

食
文
化
）
促
進
で
取
り
組
む
。

②
地
産
地
消
に
取
り
組
む
直
売

所
の
支
援
（
使
用
料
の
免
除

等
）。

（
産
業
観
光
部
長
）
①

食
育
推
進
計
画
の
地
域
食

材
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
は
、

そ
う
い
う
形
で
考
え
て
い
き
た

い
。

②
直
売
所
の
行
政
支
援
に
つ
い

て
は
直
売
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
友
好
都
市
へ
の
拡
大
等
、

育
成
組
織
強
化
に
努
め
て
い
き

た
い
。

使
用
料
に
つ
い
て
は
検
討
し

て
い
く
。

学
校
給
食
は

完
全
米
食
で

文
科
省
は
地
元
の
食
材

を
活
用
し
、
ふ
る
さ
と
へ

の
愛
着
を
育
て
る
と
か
、
食

文
化
を
学
ぶ
場
と
明
確
に
位

置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

米
ど
こ
ろ
で
何
故
、
米
国
の

麦
を
使
う
の
か
。
米
飯
給
食

に
し
た
こ
と
が
、
荒
れ
た
学

校
が
非
行
ゼ
ロ
に
な
り
学
力

向
上
し
た
と
い
う
報
告
も
あ

る
。
安
曇
野
市
で
は
、
米
飯

給
食
を
日
本
一
早
く
取
り
入

れ
た
歴
史
あ
る
地
域
で
も
あ

る
。
な
ぜ
週
４
回
の
米
飯
給

食
を
３
回
に
統
一
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
か
。

（
教
育
長
）
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
だ
給
食
を
食
べ

る
必
要
が
あ
る
。
全
県
の
学
校

の
80
％
が
３
回
で
あ
る
。
食
事

内
容
の
多
様
化
等
を
考
え
、
今

の
回
数
で
よ
い
と
認
識
し
て
い

る
。週

４
回
か
ら
３
回
に
統
一
し

た
の
は
、
学
校
給
食
委
員
会
が

検
討
し
た
結
果
で
あ
る
。

安
曇
野
の
田
園
都
市
づ
く
り
は
食
育
（
米
食
文
化
）
か
ら

山
　
田
　
高
　
久

議
員
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確
実
に
少
子
・
高
齢
化

時
代
へ
向
け
て
の
公
共
施

設
の
あ
り
方
を
、
ど
う
し
て
い

く
か
で
あ
る
。
地
方
公
共
団
体

の
財
政
健
全
化
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
つ
い
て
、
財
政
指
数

は
特
別
会
計
を
含
め
た
全
会
計

の
決
算
を
基
に
算
定
し
、
将
来

に
わ
た
る
負
荷
の
状
態
も
算
定

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に

一
部
事
務
組
合
、
公
社
、
第
３

セ
ク
タ
ー
等
の
決
算
状
態
も
含

め
た
将
来
負
担
比
率
が
算
定
さ

れ
る
が
。

（
市
長
）
第
３
セ
ク
タ

ー
、
あ
る
い
は
企
業
会
計

に
な
っ
て
い
る
施
設
な
ど
に
つ

い
て
も
、
今
後
も
こ
う
い
っ
た

こ
と
か
ら
、
公
共
と
し
て
の
役

割
は
距
離
を
持
つ
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
に
お
い
て
、
私
も
説
明

し
て
き
た
。

私
の
娘
た
ち
の
仲
間

が
、
陳
情
書
を
議
長
あ
て

に
出
し
て
い
る
。１
カ
月
で
１，

７
５
０
名
の
署
名
を
い
た
だ
い

て
の
内
容
で
あ
る
。
こ
の
点
、

ま
た
今
回
４
億
６，
５
５
０
万

円
の
補
正
が
加
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
用
途
及
び
埋
蔵
文
化

財
の
発
掘
を
や
っ
て
い
る
が
、

あ
の
程
度
の
発
掘
で
本
当
に
い

い
の
か
ど
う
か
。

（
教
育
次
長
）
予
算
の

４
億
６，
５
５
０
万
円
に

つ
き
ま
し
て
は
穂
高
交
流
学
習

セ
ン
タ
ー
の
建
設
費
で
あ
る
。

発
掘
用
途
に
つ
い
て
は
、
文
化

財
保
護
法
の
規
定
に
伴
い
ま
し

て
発
掘
調
査
を
し
た
も
の
で
あ

る
。

果
た
し
て
、
我
々
が
良

い
と
、
市
長
も
良
い
と
思

っ
て
い
た
、そ
れ
が
10
年
後
に
、

い
や
、
あ
の
時
は
間
違
い
だ
っ

た
と
い
う
話
に
な
っ
て
は
困
る

か
ら
再
度
伺
う
わ
け
で
あ
る

が
、
わ
た
し
の
当
初
か
ら
の
持

論
で
あ
っ
た
本
庁
舎
建
設
は
、

こ
の
建
設
が
、
も
し
さ
れ
る
と

す
る
な
ら
ば
、
図
書
館
も
含
め

た
場
面
で
考
え
て
い
る
。今
回
、

補
正
予
算
に
上
げ
ら
れ
、
こ
れ

が
決
議
さ
れ
れ
ば
も
う
進
ん
で

い
く
こ
と
は
確
実
で
あ
る
の

で
、
こ
こ
が
岐
路
に
な
る
わ
け

で
あ
る
。
今
の
時
代
、
市
民
の

感
情
と
い
う
の
は
か
な
り
税
金

の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
は
シ
ビ

ア
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
実
で

あ
る
。
色
々
な
も
の
が
値
上
が

り
し
て
い
く
中
で
、
果
た
し
て

こ
う
い
っ
た
施
設
を
、
特
に
何

十
億
円
と
い
う
単
位
で
ど
ん
ど

ん
出
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る

が
、
市
民
感
情
に
反
す
る
よ
う

な
こ
と
を
や
っ
て
い
か
な
い
方

が
私
は
ベ
タ
ー
か
と
い
う
ふ
う

に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

（
市
長
）
や
は
り
必
要

な
も
の
は
、
今
で
き
る
と

き
に
つ
く
っ
て
あ
げ
る
と
い
う

こ
と
も
我
々
の
や
る
べ
き
こ
と

だ
ろ
う
と
思
う
。

75
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
の
医
療

保
険
に
つ
い
て

来
年
４
月
か
ら
始
ま
る

こ
の
体
制
に
つ
い
て
。

（
市
民
環
境
部
長
）
市

と
し
ま
し
て
は
12
月
の

「
広
報
あ
づ
み
の
」
か
ら
４
回

連
続
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
を
し
て
い
く
計
画
で
現
在

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

吉
　
田
　
満
　
男

議
員
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予
定
さ
れ
る
大
規
模
施

設
整
備
事
業
の
あ
り
方
と

田
園
都
市
づ
く
り
に
つ
い
て
伺

う
。

（
市
長
）
基
本
計
画
の

施
策
を
確
実
に
実
施
し
て

い
く
た
め
に
、
真
に
優
先
度

の
高
い
事
業
を
選
択
し
て
い

く
。
ま
た
田
園
都
市
に
つ
い

て
は
基
本
的
な
基
礎
づ
く
り

の
段
階
で
あ
り
、
土
地
利
用

の
あ
り
方
等
確
固
た
る
基
礎

を
確
立
し
て
将
来
的
な
発
展

を
図
る
。１

億
円
以
上
の
施
設
整

備
事
業
で
20
年
度
予
定
し

て
い
る
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

（
企
画
財
政
部
長
）
現

在
進
め
て
い
る
事
業
は
引

き
続
き
進
め
、
小
学
校
の
大
規

模
改
造
は
補
助
金
等
の
関
係
で

優
先
順
位
を
決
め
る
。
ま
た
防

災
無
線
の
統
合
に
つ
い
て
来
年

度
先
ず
移
動
系
の
統
一
を
し
て

い
く
。

安
曇
野
赤
十
字
病
院
建

設
支
援
の
時
期
と
財
源
は

全
額
合
併
特
例
債
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
来

年
７
月
頃
着
工
さ
れ
、
３

カ
年
に
わ
た
る
工
事
で
あ
る
。

市
の
財
政
支
援
は
事
業
年
度
毎

の
出
来
高
に
応
じ
て
単
年
度
毎

補
助
し
て
い
く
。

大
規
模
施
設
整
備
事
業

や
新
規
事
業
に
つ
い
て
予

算
編
成
段
階
で
の
市
民
意
見
反

映
に
つ
い
て
伺
う
。

（
企
画
財
政
部
長
）
計
画

策
定
時
や
事
業
検
討
段
階

で
市
民
の
意
向
を
把
握
し
、
行

政
活
動
全
般
に
わ
た
り
、
市
民

に
説
明
す
る
機
会
を
設
け
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
、
20
年
度
予

算
編
成
方
針
に
明
記
し
て
い
る
。

事
前
に
市
民
の
意
見
調
整
を
し

た
中
で
の
予
算
要
求
、
予
算
計

上
を
原
則
に
考
え
て
い
る
。

財
政
運
営
に
つ
い
て

来
年
度
市
債
発
行
額
の

考
え
方
と
実
質
公
債
費
比

率
の
見
通
し
を
伺
う
。

（
企
画
財
政
部
長
）
総

合
計
画
や
実
施
計
画
に
基

づ
い
た
、
必
要
な
施
設
の
整
備

に
伴
う
市
債
発
行
は
、
事
業
の

平
準
化
、
事
業
間
の
調
整
、
急

激
な
将
来
負
担
の
増
加
を
招
か

な
い
よ
う
精
査
し
て
い
く
。
ま

た
実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て

は
、
大
型
事
業
や
下
水
道
会
計

へ
の
繰
出
金
増
加
が
あ
り
、
単

年
度
で
は
16
％
を
超
え
る
年
度

も
予
測
し
て
い
る
が
、
実
質
公

債
費
比
率
を
見
る
基
準
（
３
カ

年
平
均
）
で
は
16
％
以
内
を
目

標
に
し
て
い
る
。

市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

市
街
地
の
空
洞
化
に
伴

う
急
進
的
な
活
性
化
支
援

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

（
市
長
）
土
地
利
用
の

あ
り
方
等
で
検
討
し
て
い

る
が
、
全
市
的
に
一
つ
の
中

心
市
街
地
と
い
う
も
の
は
難

し
い
。
今
後
公
的
な
施
設
等

更
新
し
て
い
く
中
で
、
中
心

的
に
な
る
も
の
を
創
り
上
げ

て
い
く
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

の
商
店
街
に
お
い
て
、
何
と

か
関
係
者
の
理
解
・
支
援
に

よ
っ
て
一
つ
の
方
向
性
が
出

て
来
た
所
に
は
そ
れ
な
り
の

支
援
を
し
て
い
く
。

（
産
業
観
光
部
長
）
活

性
化
事
業
を
進
め
て
い
く

に
は
、
地
域
住
民
や
こ
れ
を
進

め
る
皆
さ
ん
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

の
で
、
今
後
は
協
議
会
等
の
中

で
対
応
を
考
え
て
い
く
。

全
市
的
に
と
ら
え
た
都

市
将
来
像
や
市
街
地
活
性

化
に
向
け
た
基
本
的
計
画
が
検

討
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

（
産
業
観
光
部
長
）
現

在
進
め
ら
れ
て
い
る
土
地

利
用
計
画
と
整
合
を
取
り
な
が

ら
活
性
化
基
本
計
画
を
進
め
て

い
く
。

20
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

藤
　
原
　
広
　
徳

議
員
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安
曇
野
市
に
は
都
市
公

園
が
44
カ
所
配
置
さ
れ
て

い
る
。
子
ど
も
は
遊
び
を
通
し

て
自
ら
の
限
界
に
挑
戦
し
、
身

体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
面
な

ど
が
成
長
す
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
集
団
の
遊
び
の
中
で
自
分

の
役
割
を
確
認
す
る
等
、
遊
び

を
通
し
て
自
ら
の
創
造
性
や
主

体
性
を
向
上
さ
せ
る
。
子
ど
も

た
ち
は
様
々
な
遊
び
を
思
い
つ

く
も
の
で
あ
り
、
大
人
の
想
像

の
つ
か
な
い
遊
具
本
来
の
目
的

と
は
異
な
る
遊
び
を
す
る
。
都

市
公
園
の
遊
具
の
安
全
性
の
確

保
は
ど
の
様
に
さ
れ
て
い
る
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
昨

今
、
公
園
遊
具
の
事
故
に

つ
い
て
は
マ
ス
コ
ミ
等
で
も
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
様
々
な

課
題
も
指
摘
を
い
た
だ
い
て
い

る
所
で
あ
る
。
都
市
公
園
の
遊

具
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
か
ら

の
指
摘
等
で
対
策
を
講
ず
る
事

後
処
理
的
な
対
応
と
な
っ
て
い

た
が
、
本
年
、
東
京
に
お
い
て

開
か
れ
た
安
全
点
検
講
習
会
に

職
員
を
派
遣
し
、
日
常
的
な
点

検
実
施
の
手
法
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

習
得
さ
せ
、
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
べ
く
対
策
を
と
っ
て
い
る
。

今
後
の
遊
具
の
あ
り
方

に
つ
い
て
提
言
す
る
。

最
近
、
近
く
の
公
園
に
孫
と

度
々
行
く
事
が
あ
る
。
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
、
ま
た
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ベ

ン
チ
に
座
っ
て
い
る
の
を
見
か

け
る
。
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

現
代
で
あ
り
、
ま
た
世
代
間
の

交
流
も
乏
し
い
中
で
も
あ
る
。

座
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
子

ど
も
と
一
緒
に
体
を
動
か
し
、

子
ど
も
が
大
人
と
一
緒
に
活
動

す
る
こ
と
を
楽
し
み
、
大
人
も

軽
い
運
動
を
通
し
、
自
分
自
身

の
健
康
、
運
動
技
能
の
向
上
を

も
期
待
で
き
る
、
三
世
代
遊
具

の
設
置
を
強
く
要
望
す
る
が
ど

う
か
。（

都
市
建
設
部
長
）
貴

重
な
提
言
を
い
た
だ
い

た
。
三
世
代
が
公
園
で
遊
ぶ
、

或
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
る
事
は
公
園
の
持
つ
意

義
、
目
的
そ
の
も
の
で
は
な
い

か
と
感
ず
る
。核
家
族
の
進
行
、

或
い
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
増
加
、
こ
れ
ら
の
現
代
の
課

題
を
克
服
す
る
有
効
手
段
だ
と

思
う
。
要
望
に
応
え
る
べ
く
検

討
す
る
。

食
料
（
米
）
に
対
す
る

考
え
方
は

現
在
、
米
の
年
間
消
費

量
は
一
人
61
kg
で
あ
る
。

毎
年
0.6
kg
ず
つ
減
少
し
て
い

く
様
で
あ
り
、
安
曇
野
の
景

観
、
ま
た
は
農
業
の
継
続
は

教
育
現
場
に
託
す
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
地
球
温

暖
化
に
伴
う
異
常
気
象
が
、

海
外
か
ら
の
食
糧
輸
入
を
不

安
定
に
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

そ
う
し
た
中
で
、
ど
の
よ
う

に
子
ど
も
た
ち
に
食
料
の
大

切
さ
を
教
え
て
い
く
の
か
を

聞
き
た
い
。

（
教
育
長
）
教
科
書
の

中
で
、
社
会
科
で
は
食
料

に
つ
い
て
の
学
習
、
総
合
的
学

習
に
お
け
る
地
域
を
知
る
学

習
、
ま
た
小
学
校
で
は
ほ
と
ん

ど
の
学
校
で
田
・
畑
を
作
っ
て

お
り
稲
づ
く
り
・
野
菜
づ
く
り

を
学
習
し
て
い
る
。
地
域
の
食

材
で
料
理
を
し
、
体
験
を
通
し

な
が
ら
、
身
近
な
食
料
に
親
し

み
、
そ
の
良
さ
を
体
感
す
る
機

会
を
持
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
元
農
家
の
指
導

の
も
と
、
生
産
者
と
の
交
流
、

或
い
は
生
産
現
場
で
の
体
験

等
を
通
じ
て
、
生
産
者
へ
の

感
謝
の
念
、
食
物
に
対
す
る

感
謝
の
念
、
そ
れ
が
郷
土
へ

の
愛
着
に
つ
な
が
り
、
更
に

身
近
な
所
の
食
料
の
大
切
さ

を
理
解
し
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
る
と
思
う
。
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都
市
公
園
の
遊
具
の
安
全
性
確
保
と
三
世
代
遊
具
の
設
置
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本
来
あ
る
べ
き
姿
に
と

19
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ

の
制
度
は
、
集
落
営
農
・
担
い

手
農
家
を
主
と
し
た
大
型
農
家

の
育
成
に
力
を
入
れ
始
め
、
国

の
決
め
た
要
件
に
合
わ
な
い
と

交
付
金
が
な
い
仕
組
み
。
市
内

の
集
落
営
農
組
織
の
状
態
と
、

経
営
内
容
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
集

落
営
農
組
織
の
経
営
状
態

は
、
ど
の
組
織
も
設
立
後
初
め

て
の
決
算
を
迎
え
る
の
で
、
今

回
米
価
の
下
落
や
限
ら
れ
た
交

付
金
、
か
さ
む
経
費
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
大
変
厳
し
い
収
支

の
状
況
だ
と
い
う
声
を
聞
く
。

今
後
機
械
、
施
設
の
整
理
合
理

化
を
進
め
る
な
ど
、
経
費
節
減

を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

日
本
の
農
業
は
兼
業
農

家
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て

い
る
。
米
の
仮
払
い
が
60
kg
、

１
万
５
０
０
円
位
に
な
っ
た
。

今
回
国
の
政
策
か
ら
外
れ
た
兼

業
農
家
等
に
よ
っ
て
、
様
々
な

問
題
が
起
き
て
い
る
が
、
ど
う

思
う
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
今

回
の
施
策
で
、
こ
れ
ら
の

農
家
の
営
農
意
欲
が
減
退
す
る

こ
と
が
一
番
恐
れ
ら
れ
、
米
価

の
下
落
に
よ
る
収
入
の
減
少
は

今
後
も
回
復
の
見
込
み
が
薄
い

と
思
わ
れ
る
。
今
水
田
農
業
を

国
の
基
本
姿
勢
に
沿
っ
て
や
っ

て
い
る
。
市
と
し
て
ど
う
進
め

て
い
く
か
は
、
関
係
機
関
と
充

分
な
話
し
合
い
、
連
携
を
と
り

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

食
料
自
給
率
が
39
％
台

に
な
っ
た
と
聞
く
。
自
給

率
を
上
げ
る
こ
と
は
農
業
の
活

性
化
に
な
る
。
か
つ
て
農
産
物

は
使
用
価
値
で
流
通
し
て
い

た
。
し
か
し
経
済
至
上
主
義
に

よ
り
経
済
価
値
で
し
か
流
通
し

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
使
用

価
値
と
は
そ
の
物
を
使
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
地
の
活

性
化
に
な
り
、
多
く
使
用
す
る

こ
と
で
国
内
の
農
村
地
帯
の
振

興
に
つ
な
が
る
。
消
費
者
に
理

解
し
て
も
ら
う
よ
う
、
生
産
者

団
体
、
行
政
等
が
一
体
と
な
っ

て
国
内
の
農
産
物
を
使
用
価
値

で
流
通
さ
せ
る
運
動
を
起
こ
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思

う
。

（
産
業
観
光
部
長
）
こ

の
提
言
を
受
け
、
ま
た
あ

ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
研
究
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

指
定
管
理
者
に
つ
い
て

昨
年
９
月
か
ら
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
た
。

議
会
と
し
て
は
予
算
に
つ
い
て

は
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
が
、
運
営

内
容
ま
で
入
れ
な
い
。
そ
の

分
監
督
部
署
は
責
任
を
持
っ

た
管
理
監
督
が
必
要
。
体
制

は
ど
う
か
。
ま
た
第
３
セ
ク

タ
ー
に
つ
い
て
、
国
で
は
点

検
評
価
の
指
針
も
で
き
て
い

る
。
ど
の
よ
う
に
監
督
し
て

い
る
か
。

（
総
務
部
長
）
指
定
管

理
者
は
、
年
度
ご
と
事
業

計
画
に
つ
い
て
、
施
設
所
管
課

と
事
前
に
協
議
す
る
必
要
が
あ

り
、そ
の
上
で
指
定
管
理
料
は
、

毎
年
の
年
度
協
定
に
お
い
て
定

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
事
業
報
告
に
つ
い
て
も
、

第
３
セ
ク
タ
ー
も
含
め
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
所
管
課
に
提
出

を
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に

基
づ
い
た
一
定
の
チ
ェ
ッ
ク
が

さ
れ
て
い
る
。
本
年
度
か
ら
、

指
定
管
理
者
の
管
理
監
督
を

な
る
べ
く
統
一
的
に
行
う
た

め
に
、
地
域
の
た
め
の
集
会

施
設
等
は
除
か
れ
る
が
、
本

庁
の
担
当
課
の
所
管
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
指
定
管
理
者

そ
の
も
の
も
、
日
々
検
証
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
だ
と
思
っ
て
お
り
、
ま

た
検
討
を
引
き
続
き
加
え
て

い
き
た
い
。

国
の
農
業
政
策
と
市
の
農
業
政
策
に
つ
い
て

等
々
力
　
　
等

議
員

���

�

�

��

�

市
立
幼
稚
園
が
１
園
の

み
の
現
状
の
な
か
、
対
応

策
と
し
て
私
的
契
約
の
保
育
料

の
引
き
下
げ
を
検
討
す
る
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
私
的
契
約

し
か
選
択
枝
が
な
い
現
状
で
あ

る
の
に
、
一
般
保
育
料
に
比
べ

高
額
で
不
公
平
感
が
残
る
。
私

的
契
約
の
保
育
料
を
一
般
の
保

育
料
と
同
様
の
所
得
階
層
別
に

決
定
で
き
な
い
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
国

の
基
準
は
あ
る
が
、
私
的

契
約
の
保
育
料
は
市
町
村
で
決

定
し
て
い
る
。
多
く
の
市
が
所

得
階
層
は
導
入
し
て
な
い
の
が

現
状
。
市
は
、
次
年
度
に
お
い

て
は
一
般
保
育
料
の
第
７
階
層

と
同
等
か
若
干
上
の
設
定
へ
の

引
き
下
げ
を
検
討
し
て
い
る
。

子
育
て
家
庭
の
就
労
の

目
的
・
実
態
や
価
値
観
が

多
様
化
し
て
い
る
、
幼
児
教

育
・
保
育
に
つ
い
て
、
親
の
要

望
や
ニ
ー
ズ
の
調
査
を
行
い
、

幼
・
保
を
選
択
で
き
る
支
援
策

を
望
む
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
今

後
の
保
育
園
の
施
設
改
修

で
、教
室
が
増
え
た
段
階
で
は
、

幼
稚
園
機
能
を
も
っ
た
「
認
定

子
ど
も
園
」
の
検
討
を
考
え
て

お
り
、
そ
の
際
は
保
護
者
の
ニ

ー
ズ
の
調
査
は
必
要
と
考
え

る
。

幼
稚
園
機
能
を
付
加
し

た
「
保
育
所
型
認
定
子
ど

も
園
」
は
、
多
様
化
し
て
い
る

幼
児
教
育
・
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の

選
択
肢
を
提
供
す
る
有
効
な
施

策
と
考
え
る
。
現
在
の
市
内
の

保
育
園
は
、「
認
定
子
ど
も
園
」

の
県
の
認
定
基
準
を
ク
リ
ア
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、「
認
定

子
ど
も
園
」
の
設
置
に
む
け
て

の
課
題
は
な
に
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
職

員
配
置
、
施
設
整
備
、
食

事
の
提
供
等
の
認
定
基
準
を
、

現
在
の
保
育
園
は
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
。
し
か
し
数
字
的
に

ク
リ
ア
し
て
も
、
長
時
間
の
子

ど
も
と
早
く
帰
る
子
ど
も
と
が

混
在
し
た
保
育
に
お
け
る
幼
児

の
感
覚
へ
の
配
慮
等
、
子
ど
も

の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
現
在
急

に
導
入
す
れ
ば
相
当
混
乱
が
あ

る
と
考
え
る
。「
認
定
子
ど
も

園
」
の
導
入
は
、
今
後
、
施
設

の
改
修
で
き
た
段
階
で
５
地
域

に
１
園
く
ら
い
を
め
ど
に
、
課

題
の
ク
リ
ア
等
を
保
育
士
と
一

緒
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

中
央
図
書
館
の
開
館
準
備

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
・

中
央
図
書
館
の
開
館
準
備

の
取
り
組
み
状
況
は
。
ま
た
、

安
曇
野
の
文
化
、
歴
史
等
の
情

報
の
発
信
基
地
と
し
て
の
役
割

が
大
き
い
と
考
え
る
が
そ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
。

（
教
育
次
長
）
図
書
館

の
ソ
フ
ト
面
の
準
備
に
つ

い
て
は
、
社
会
教
育
課
文
化
振

興
係
に
、
社
会
教
育
指
導
員
と

し
て
配
置
し
た
前
豊
科
館
長
が

中
心
と
な
り
、
選
書
作
業
、
備

品
選
定
、
効
率
的
な
運
営
シ
ス

テ
ム
の
検
討
等
の
準
備
作
業
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
芸
員

資
格
の
あ
る
職
員
を
１
名
増
員

し
、
地
域
学
習
館
の
運
営
準
備

に
も
対
応
し
て
い
る
。
地
域
学

習
館
は
、
穂
高
交
流
学
習
セ
ン

タ
ー
の
展
示
等
に
関
す
る
検
討

懇
話
会
の
検
討
方
針
に
基
づ

き
、
安
曇
野
の
郷
土
を
軸
に
し

た
展
示
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、

資
料
収
集
等
の
準
備
を
進
め
て

い
る
。

保
育
園
入
園
要
件
に
欠
け
る
家
庭
・
子
ど
も
の
幼
児
教
育
へ
の
支
援
策
は
？

松
　
森
　
幸
　
一

議
員

��

�

��

��

�

建設が進む堀金保育園



安曇野市議会だより第９号 AZUMINO CITY ASSEMBLY NEWS  2008.2.6（21）

総 務 委 員 会

○条例関係については、安曇野市の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
他2件
○予算関係については、平成19年度安曇野市一般会計補正予算（3号）について（総務委員会所管事項）
○安曇野市民憲章の制定　他1件
○請願・陳情等については、安曇野赤十字病院の施設整備に対する安曇野市議会の支援に関する要望書

以上について、審査した。

◆安曇野市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
この施行については、平成20年4月1日からとのことであるが、現在の1日8時間労働という労働時間につ
いての論議なしに、ただ休息時間をなくすという行為が先行してよいのか。
現在の実情の中では、休息時間は実態としてもうなくなっている。国はすでに人事院規則の改正をしてい
る。2年間いろんな検討をし人事院勧告を見た中での結論である。

◆安曇野市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
８条の市長が定める職員というのは、平等という立場にたったとき問題はないか。
地方公務員の育児休業等に関する法律の一部が改正され、職員の請求する条件は保証されているので問題
はない。

◆安曇野市行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の制定について
個人情報の流失という問題はないか。
独自回線を使っていて、他から侵入できない回線になっている。個人が市に対してメールで申し込みをす
る形で、市の部分とは切り離した通信網になっている。

◆平成19年度安曇野市一般会計補正予算（第3号）について（総務委員会所轄事項）
事務事業委託料の大型バス運転が増額になっているが、バスを使用する基準はどうなっているか。
大型バスの運転については専門業者に委託している。急な場合は職員が運転する場合もあるが、極力委託
業者に運転するよう指示してある。
災害対策費の中の地域防災計画で、災害協定の方向性と現状を聞きたい。
当初地域防災計画を作った所で、まだ不足している。各分野ごとの災害協定は今進めているところである。
あづみ野テレビ、医師会とは協定を締結した。
「つながりひろがる地域づくり事業」と区交付金はなぜ減額となったのか。
当初予算で500万円計上したが、59団体442万3,000円で、差額57万7,000円を減額した。区の交付金は
世帯数の増加と加入率が予測した数値と異なったためである。

◆安曇野市民憲章の制定について
市民憲章に平和という表現を入れるべきと思うがどうか。
憲法にうたわれている平和が大前提である。地方自治体は地方自治体法に基づいて動いており、地方自治
体法は憲法の精神に立脚している。それを受けて地方公共団体の行動規範として表したということで理解
してほしい。

◆陳情　安曇野赤十字病院の施設整備に対する安曇野市議会の支援に関する要望書
○全員賛成で採択と決定
○付帯意見として、市の建設支援の方向性は尊重するが、個別の支援策については行政の対応を見極めること
とした。
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環境経済委員会

○予算関係については、平成19年度安曇野市一般会計補正予算（第3号）について

（環境経済委員会所管事項）他1件

○公の施設の指定管理者の指定について（安曇野しゃくなげ荘）他2件

○請願・陳情等については、米価の安定対策を求める請願　他3件

以上について、審査した。

◆平成19年度安曇野市一般会計補正予算（第３号）について（環境経済委員会所轄事項）
農林水産業費雑入の内、㈱三郷ベジタブルの施設利用料７,138万円について、確認事項が沢山有るので御

願いしたい。平成19年の第4期決算が報告されその損失2億4,600万円は、前期と仕掛品の評価が違うとい

う事だが、同一の評価でいくと第4期はどんな見方をされているか。
ざっと見た中では、2億4,000万円の計上損失より大幅損失、赤字になると考えている。

期末借入残高が長短含めて2億7,400万円程有るが、市が損失補償契約を結んでいる借入金残高はどのくら

いか。
2億5,000万円である。

平成19年4月に提出されたものを見直し、再度作って提出を約束された経営改善計画は、何時頃出来るのか。

12月下旬から1月上旬には提出したい。

経営改善計画の中身で重要な点が何点かあると思うのでお聞きをする。第一に売上げと販売体制、そして

7,138万円と言う異常に高い施設利用料について市の見解を聞きたい。
確かに売上げを上げる事に尽きるが、その為には技術力をアップし販売をどうしていくか、カゴメと相談

している。また施設利用料の7,138万円だが検討課題だと思う。
長野県農業開発公社から平成20年5月までに取得予定の土地購入費1億7,200万円は、どの様に考えてい

るか。
その期日迄に購入契約になっているが、現在県と検討中である。

人事の刷新についても見直しは図られる内容か。

経営コンサルタント、会計事務所も交えて当然見直しの中に入れていく。

○今回の委員会においては、㈱三郷ベジタブル関連補正予算の計上に伴う意見が集中的に出され、審議時間を

大幅に費やして議論を重ねたが、今後提出される経営改善計画の内容に全てが委ねられた。

○市内に拡散している松くい虫の駆除対策、指定管理者の指定に関する公募と妥当性に付いても多々意見が出

された。

◆平成19年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）について

◆陳情第17号　一般廃棄物、し尿及びし尿浄化槽、家庭雑排水業者の転廃業に係る助成金（減車計画）について

◆陳情第18号　後期高齢者医療制度の中止、撤回を求める陳情について

◆陳情第21号　保険でより良い歯科医療の実現を求める意見書採択についての陳情

○継続審査事項に陳情第17号と同等で提出者も同じものが有り、本委員会としては古い方は3回目の継続とし

て廃案、新しい陳情第17号を継続とした。

○後期高齢者医療制度に関する陳情については不採択と決定。

国の方針も平成20年4月よりスタートするものの、暫定的な要素が盛り込まれてのもので、各委員から活発

な意見が出された。また、市民環境部長より国の医療制度改革が進み、全ての医療制度において、厚生労働

省の指針に従って基本計画の策定をして行かなくてはならない旨の話しがあった。
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「移動委員会」今回は、環境経済委員会を三郷総合支所にて開催
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福祉教育委員会

○予算関係については、平成19年度安曇野市一般会計補正予算（第3号）について
（福祉教育委員会所管事項）他1件
○公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市立高家児童館）他1件
○請願・陳情等については、豊科地域マレットゴルフ場の管理について（要望）他3件

以上について、審査した。

◆平成19年度安曇野市一般会計補正予算（第3号）について（福祉教育委員会所管事項）
学校給食においても、食品の偽装や消費期限の問題が取りざたされている。食材の安全確保について、給
食センター任せでなく教育委員会の方でも、業者や事業者に対してきちんとした指導が必要ではないか。
現状では、栄養士にチェックを任せている。使用する食材について、すべてＤＮＡ鑑定するなどの検査体
制をとることは、現実的には無理である。納入業者と給食センターとは、長い信頼関係に基づいてやって
きた経過があるので、これまでは特に教育委員会が指導するようなことはしてこなかった。今後は教育委
員会としても、改めて品質表示や賞味期限等のチェックに努めていきたい。
交流学習センター（図書館）の穂高の本体工事について、建設地の埋蔵文化財調査をしたところ、貴重な
文化財が発掘されたと聞く。遺跡として保存する必要はないのか。関連して建設場所についての再検討の
余地はまったくないのか。
今回の発掘により、矢原遺跡群の中の1つの遺跡と位置づけられる集落の跡が確認された。現状保存が必
要なほどの貴重なものではないので、記録保存（発掘結果について記録をとり、後は埋め戻す）になる。
交流学習センターの建設に支障はない。
高齢者の配食サービスの利用者が減ってきたということで、予算49万9,000円が減額になっている。利用
者数が少ないとはいえ、なかには毎日利用できなくなって困る人もある。1日1食、週5回と決めてしまわ
なくてもよいのではないか。
すべてのニーズに市が応えていくのは予算的に難しい現状であるが、今後も引き続き検討していきたい。
三郷児童館関係予算が110万円の減額となっているが、その理由は。
夏休みに児童を受け入れるための指導員を確保できなかったため、やむなく、夏休みの児童クラブ募集を
停止したことによる減額である。

◆公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市立高家児童館、南穂高児童館）
指定管理者の公募にあたり、社会福祉協議会のほかにNPOなどいろいろな団体が名乗りを上げるようにな
ってきたなかで、これまで通り社会福祉協議会でというのではなく新しい事業者も入る余地が出てきたと
思うが、それでもなお社会福祉協議会に決まった理由は。
応募は社会福祉協議会も含めて4団体あった。児童館事業で一番大事なのは、保護者とのコミュニケーシ
ョンを図るための保護者会の設置や、地域住民との連携を計画するなど地域に根差したサービスが期待で
きるということで、社会福祉協議会が一番高い評価点であった。

◆陳情第23号　将来ある子どもたちに負の遺産を残さない為の陳
情書（不採択と決定）
（賛成）1,754名の署名が集まった重みを受け止めねばならな

い。財政面から、交流学習センター建設そのものに対
しての意見も含まれていると思う。市民にとってどう
いう施設が必要かということで結論を出していくべき
である。

（反対）財政面では、今後ゆとりがあるとはいえないが、市民
にとって必要な施設である交流学習センターをあきら
めなければならないほどの逼迫した状況ではない。

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

穂高交流学習センター建設地の埋蔵文化財調査
記録保存で対応することに
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Q
& A

建設水道委員会

○条例関係については、安曇野市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について
○予算関係については、平成19年度安曇野市一般会計補正予算（第3号）について
（建設水道委員会所管事項）他2件
○市道の認定について
○請願・陳情等については、真に必要な道路整備に要する財源の確保に関する要望

以上について、審査した。

◆平成19年度安曇野市一般会計補正予算（第3号）について（建設水道委員会所管事項）
穂高駅西区画整理事業で県と市の考え方の相違は。
区画整理とほ場整備は基本的に違いがある。県からは来年7～8月に区画整理の許可をいただく予定。

◆平成19年度安曇野市下水道事業特別会計補正予算（第2号）について
使用料の滞納繰越は。
受益者負担が2億円を超える。地方自治法で対応する。

◆平成19年度安曇野市水道事業会計補正予算（第2号）について
料金の統一は。
5年後をめどに料金の統一スケジュールを検討。高くない水準の料金統一をしたい。
豊科地域の水道料の引き上げは。
大手企業の製造ライン中止に伴う使用量の減少で現在日量2,000トンが200トン程になる可能性が高い。

上水道の使用料金で1億円ぐらいの影響があるので引き上げたい。
三郷地域の水源確保はどうか。
黒沢利水委員会で話合いがされているが、県の関係でストップしている。県の水道局、また地元と調整を

進めている。また、黒沢の浄水場の老朽化等もあり今後市全体の中で、豊科地域の余裕ある水をあげるこ
とも考え模索していきたい。

◆陳情第16号　真に必要な道路整備に要する財源の確保に関する要望について
○反対討論がありましたが、賛成多数で採択とした。

◆12月21日、当委員会全員で穂高駅西地区、碌山公園、梓川サービスエリア（スマートインター）、堀金1級1
号線・県道など10数件の視察を行った。

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

穂高駅西区画整理事業 スマートインター計画の梓川サービスエリア
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に
、
市
民
、
企
業
か
ら
の
寄
附

に
よ
り
、
及
び
、
市
と
、
都
市

開
発
推
進
機
構
か
ら
の
拠
出
に

よ
っ
て
、
基
金
が
創
設
さ
れ
た

も
の
で
、
団
体
な
ど
の
組
織
育

成
、
景
観
保
全
と
し
て
蔵
の
再

生
な
ど
へ
の
助
成
、
観
光
客
集

客
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
が
、
何
れ
も
補
助

率
が
高
く
、
意
気
込
み
を
感
じ

た
。長

井
方
式
と
さ
え
言
わ
れ
る

様
々
な
展
開
に
は
、
市
民
参
加

の
姿
勢
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
開
発

が
そ
の
基
本
に
あ
る
。

ロ
ボ
コ
ン
を
通
じ
、
地
元
高

校
と
の
産
学
連
携
に
よ
り
、
人

材
育
成
（
地
元
就
職
90
％
）
に

積
極
的
で
、
常
に
、
そ
の
先
を

見
据
え
る
基
本
的
な
ス
タ
イ
ル

を
も
っ
て
い
る
。

２．

岩
沼
市

（
人
口
）
４
４，
４
８
０
人

（
所
在
地
）

宮
城
県
南
部
に
位
置
し
仙
台

空
港
は
市
の
東
部
に
あ
り
、

仙
台
市
と
は
密
接
な
関
係
が

あ
り
、
道
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
強
い
要
望
の
あ
る
ま

ち
で
あ
る
。

（
市
木
）
黒
松

（
花
）
つ
つ
じ

・
視
察
日
程

10
月
10
日
〜
12
日

・
視
察
地
と
目
的

１．

山
形
県
長
井
市
ま
ち
づ
く

り
支
援
事
業
及
び
関
わ
る

市
民
参
加

２．

宮
城
県
岩
沼
市
総
合
評
価

落
札
方
式
に
取
り
組
ん
だ

現
況

１．

長
井
市

（
人
口
）
３
０，
３
６
７
人

（
所
在
地
）

山
形
県
南
部
に
位
置
し
、

「
水
と
緑
と
花
の
長
井
」
を

標
榜
す
る
。

（
市
木
）
つ
つ
じ

（
花
）
ア
ヤ
メ

長
井
市
は
、
地
域
循
環
シ
ス

テ
ム
と
し
て
、
消
費
側
の
ニ
ー

ズ
、
及
び
土
の
疲
弊
を
招
い
て

い
る
現
状
か
ら
、
農
家
側
の
要

望
も
あ
り
、
平
成
８
年
に
コ
ン

ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
を
完
成
、
稼

動
さ
せ
た
ま
ち
と
し
て
、
多
く

の
方
が
視
察
研
修
に
訪
問
し
て

い
る
。
財
政
は
極
め
て
厳
し
い

中
で
ま
ち
づ
く
り
に
、
協
働
に

よ
る
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し

て
い
た
。

・
長
井
ま
ち
づ
く
り
基
金

地
域
活
性
化
、
観
光
交
流
を

通
し
た
産
業
の
活
性
化
の
た
め

安
曇
野
市
で
は
、
平
成
20
年

よ
り
、
工
事
評
定
を
組
み
入
れ

た
総
合
評
価
落
札
方
式
に
移
行

し
、
入
札
を
行
な
う
。

工
事
入
札
に
あ
た
っ
て
、
最

大
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、工
事
の
質
の
確
保
と
、

地
元
業
者
の
レ
ベ
ル
向
上
に
あ

り
、
そ
の
た
め
に
研
修
を
実
施

し
た
。

岩
沼
方
式
の
大
要
は
、
入
札

価
格
プ
ラ
ス
技
術
力
や
地
域
貢

献
度
な
ど
を
点
数
で
評
価
決
定

す
る
も
の
で
、
決
定
前
に
、
学

識
経
験
者
の
意
見
を
求
め
る
た

め
、
こ
の
期
間
が
約
２
カ
月
を

要
す
る
こ
と
や
、
工
事
成
績
評

価
点
が
な
い
こ
と
な
ど
を
抱
え

て
の
現
状
下
、
課
題
を
負
い
つ

つ
の
運
用
と
な
っ
て
い
る
。

入
札
に
つ
い
て
は
、
価
格
だ

け
で
落
札
業
者
を
決
定
し
て
い

た
従
来
方
式
か
ら
、一
歩
進
め
、

品
質
向
上
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ

な
ど
を
総
合
評
価
す
る
、
を
目

標
に
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
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に
、
燃
焼
時
に
発
生
す
る
二
酸

化
炭
素
は
回
収
し
温
室
内
に
循

環
、
ト
マ
ト
育
成
の
た
め
の
光

合
成
に
利
用
し
て
い
る
。
和
歌

山
市
は
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
温

暖
な
地
域
で
あ
り
、
年
間
温
度

が
安
定
し
て
い
る
。
当
然
安
曇

野
市
に
お
い
て
は
ハ
ン
デ
ィ
を

背
負
う
こ
と
に
な
る
。
病
害
虫

対
策
は
作
業
員
が
異
常
ら
し
き

状
況
を
発
見
し
た
ら
即
現
場
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
機
器
に
入
力
し

て
、
本
部
の
技
術
担
当
者
に
連

絡
す
る
。
技
術
担
当
者
は
そ
の

日
の
内
に
対
策
を
と
る
と
共

に
、
連
絡
し
た
作
業
員
に
処
置

を
連
絡
す
る
。
害
虫
は
虫
の
捕

獲
プ
レ
ー
ト
を
３
段
階
の
高
さ

に
設
置
、
毎
日
捕
獲
さ
れ
た
虫

の
動
向
に
よ
り
病
害
虫
の
予
防

対
策
を
と
っ
て
い
る
。
労
務
管

理
は
班
編
成
を
し
、
温
室
内
の

作
業
現
場
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
機
器
を
置
き
、
作
業
時
間
、

作
業
内
容
、
作
業
高
を
各
人
が

入
力
し
１
週
間
毎
に
デ
ー
タ
を

ま
と
め
、
個
人
、
全
体
の
動
き

を
把
握
の
上
、
指
示
し
効
率
の

よ
い
労
務
管
理
に
努
め
て
い

る
。
収
穫
し
た
ト
マ
ト
は
、
菜

園
内
で
選
果
包
装
を
行
い
量
販

店
や
業
務
用
ユ
ー
ザ
ー
に
向
け

て
配
送
し
て
い
る
。
利
用
者
の

・
視
察
日
程

７
月
８
日
〜
10
日

・
視
察
地
と
目
的

１．

和
歌
山
市
　
加
太
菜
園
㈱

ト
マ
ト
栽
培
事
業
の
経
営

状
況

２．

滋
賀
県
甲
賀
市
　
㈱
水
口

テ
ク
ノ
ス
　
資
源
循
環
型

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み

１．

加
太
菜
園
㈱

加
太
菜
園
㈱
は
、
資
本
金
９

千
万
円
で
、
カ
ゴ
メ
が
70
％
、

オ
リ
ッ
ク
ス
30
％
出
資
し
、
平

成
16
年
10
月
設
立
し
た
大
規
模

菜
園
で
、
カ
ゴ
メ
の
栽
培
指
導

の
も
と
「
こ
く
み
ト
マ
ト
」

「
デ
リ
カ
ト
マ
ト
」
等
カ
ゴ
メ

ブ
ラ
ン
ド
の
生
食
用
ト
マ
ト
栽

培
を
し
て
い
る
。
面
積
は
5.2

ha
で
、
㈱
三
郷
ベ
ジ
タ
ブ
ル

と
ほ
ぼ
同
規
模
で
あ
る
。
温
室

内
の
温
度
、
湿
度
、
潅
水
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
で
あ

る
。水

は
浄
水
、
雨
水
、
地
下
水

の
３
種
類
を
使
用
。
地
下
水
脈

が
乏
し
い
た
め
特
に
雨
水
を
使

用
し
更
に
、
使
用
済
み
の
水
は

紫
外
線
殺
菌
を
し
て
再
使
用
し

て
い
る
。
ま
た
、
温
室
内
の
暖

房
に
は
天
然
ガ
ス
を
使
用
し
、

大
気
汚
染
を
防
止
す
る
と
共

環
境
経
済
委
員
会

満
足
す
る
価
格
と
高
い
鮮
度
を

目
指
し
て
い
る
。

研
修
後
思
っ
た
事
は
、
栽
培

管
理
、
労
務
管
理
等
々
確
実
に

把
握
し
た
中
で
の
、
畔
柳
社
長

の
自
信
に
満
ち
た
説
明
は
説
得

力
が
あ
り
、
私
た
ち
に
強
烈
な

印
象
を
与
え
て
く
れ
た
。
ト
ッ

プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
存
在
は

当
然
大
き
い
も
の
で
あ
る
。

２．

㈱
水
口
テ
ク
ノ
ス

・
生
ゴ
ミ
堆
肥
化
に
つ
い
て

平
成
16
年
10
月
１
日
に
５

町
が
合
併
し
た
。
人
口
増
加
、

大
型
店
の
進
出
で
年
々
ゴ
ミ

量
が
増
え
焼
却
施
設
の
焼
却

能
力
が
限
界
に
な
り
、
家
庭

ゴ
ミ
の
40
％
が
生
ゴ
ミ
で
あ

る
事
か
ら
、
堆
肥
化
し
土
に

戻
す
事
に
よ
り
減
量
化
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム

導
入
に
当
っ
て
は
ゴ
ミ
処
理
、

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
を
委
託
し
て

い
る
㈱
水
口
テ
ク
ノ
ス
の
提
案

に
よ
る
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、

行
政
、
住
民
、
企
業
が
一
体
と

な
っ
た
生
ゴ
ミ
堆
肥
化
シ
ス
テ

ム
の
仕
組
み
は
、
４
つ
の
プ
ロ

セ
ス
で
構
成
さ
れ
、
生
ゴ
ミ
の

堆
肥
を
各
家
庭
に
戻
す
完
全
循

環
型
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
住
民

の
協
同
作
業
①
家
庭
プ
ロ
セ
ス

②
回
収
プ
ロ
セ
ス
企
業
作
業
③

発
酵
プ
ロ
セ
ス
、
企
業
と
住
民

作
業
④
戻
し
プ
ロ
セ
ス
等
で
あ

り
、
今
後
の
問
題
と
し
て
高
温

時
の
悪
臭
を
防
ぐ
事
が
重
要
課

題
と
感
じ
た
。

総
務
委
員
会
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料
・
資
材
等
）
市
の
予
算
約

400
万
円
。

２．

仙
台
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
研
究
開
発

館
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
せ
ん
だ
ん
の
館
」

２
０
０
３
年
11
月
に
ス
タ
ー

ト
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
仙
台
市
の
国
際
共

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
高

齢
者
の
自
立
し
た
生
活
を
実
現

す
る
」
た
め
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
と
連
携
し
日
本
の
企
業
・
大

学
等
が
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
ハ
イ
テ
ク

技
術
を
利
用
し
た
、
付
加
価
値

の
高
い
健
康
福
祉
サ
ー
ビ
ス
機

器
の
開
発
を
し
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
せ
ん
だ
ん
の
館
」

と
「
創
る
側
」「
使
う
側
」
の

密
接
な
連
携
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
い
る
。

「
せ
ん
だ
ん
の
館
」
は
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
福
祉
思
想
の
も

と
、
基
本
理
念
に
「
全
て
の
人

が
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
個
性
が
輝
く
共
生
の
地
域

づ
く
り
」
を
掲
げ
、
①
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
重
視
の
た
め
、
完
全

個
室
で
、
ト
イ
レ
・
ミ
ニ
キ
ッ

チ
ン
等
設
置
。
②
リ
ハ
ビ
リ
等

で
機
能
低
下
の
防
止
の
た
め
、

・
視
察
日
程

10
月
９
日
〜
11
日

・
視
察
地

１．

喜
多
方
市
教
育
委
員
会

２．

仙
台
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
究

開
発
館

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
せ
ん
だ
ん
の
館
」

３．

大
田
原
市
教
育
委
員
会

１．

喜
多
方
市
小
学
校
農
業
教

育
特
区
に
つ
い
て
（
喜
多

方
市
教
育
委
員
会
）

・
小
学
校
で
学
習
指
導
要
領
に

よ
ら
な
い
「
農
業
科
」
を
新

設
。

農
業
体
験
学
習
等
を
通
し
て

「
心
の
教
育
」
を
図
り
、
自
然

に
関
心
を
持
ち
、
食
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
自
ら
考
え
生
命
や

環
境
を
大
切
に
す
る
児
童
の
育

成
を
図
る
。
地
域
と
学
校
の
結

び
つ
き
を
深
め
、
将
来
の
農
業

の
理
解
者
、
支
援
者
と
な
る
児

童
を
育
て
る
。
市
内
の
主
幹
産

業
は
農
業
で
あ
り
、
児
童
・
生

徒
の
家
庭
の
90
％
が
関
わ
り
を

持
っ
て
い
る
。

・
授
業
時
間
は
年
間
35
時
間
か

ら
45
時
間
。

・
材
料
費
（
種
子
・
苗
・
肥

福
祉
教
育
委
員
会

リ
ハ
ビ
リ
機
器
・
温
水
プ
ー
ル

等
。③
社
会
性
の
確
保
の
た
め
、

交
流
ホ
ー
ル
や
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

な
ど
地
域
へ
開
放
し
交
流
し
て

い
る
。

３．

発
達
障
が
い
児
の
早
期
発

見
の
対
応
に
つ
い
て

・
「
新
し
い
教
科
書
を
つ
く
る

会
」の
教
科
書
選
択
に
つ
い
て

（
大
田
原
市
教
育
委
員
会
）

大
田
原
市
で
は
平
成
16
年
度

よ
り
実
施
し
て
き
た
５
歳
児
を

対
象
と
し
た
、
健
康
診
査
・
就

学
指
導
と
連
携
し
、
発
達
障
が

い
の
早
期
発
見
・
早
期
支
援
体

制
の
構
築
を
進
め
て
お
り
、
本

年
度
は
モ
デ
ル
地
域
の
指
定
を

受
け
更
な
る
充
実
を
目
指
し
て

い
る
。

特
徴
的
な
取
り
組
み
。
①
早

期
総
合
支
援
モ
デ
ル
地
域
協
議

会
の
設
置
。
②
発
達
相
談
・
支

援
教
室
の
設
置
。
③
講
演
会
、

幼
保
小
合
同
研
修
会
等
の
開

催
。
④
５
歳
児
健
診
を
核
と
し

た
早
期
発
見
支
援
シ
ス
テ
ム
の

構
築
。
⑤
学
校
へ
の
円
滑
な
移

行
方
法
の
工
夫
な
ど
で
あ
る
。

教
科
書
に
つ
い
て
は
、
平
成

17
年
７
月
、
大
田
原
市
教
育
委

員
会
が
市
区
町
村
立
中
で
初
め

て
採
択
し
た
。
そ
の
背
景
は
、

・
教
育
は
基
礎
学
力
が
大
切
。

・
読
み
・
書
き
・
算
数

・
歴
史
に
は
光
と
陰
が
あ
る
。

・
義
務
教
育
教
科
書
の
現
状
等

に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告

三
春
町
で
は
平
成
６
年
か
ら
委

託
可
能
で
あ
っ
た
業
務
の
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
進
め
て
き

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
の
専
門

性
を
有
す
る
民
間
企
業
等
に
委

託
し
て
い
る
が
、
受
託
企
業
が

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
企
業

と
共
同
で
開
発
し
た
。

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
効
果

と
し
て
平
成
元
年
以
降
、
４
年

お
き
に
値
上
げ
し
て
き
た
水
道

料
金
は
、
平
成
９
年
か
ら
10
年

間
は
値
上
げ
し
な
い
と
し
た
。

・
６
事
業
の
職
員
数

平
成
９
年
度
　
15
人

平
成
15
年
度
　
６
人

・
コ
ス
ト
削
減
効
果
（
３
年
間

の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
）

第
三
者
委
託
２
億
９，
２
０

０
万
円
、
町
が
実
施
の
場
合
４

億
４，
９
０
０
万
円
。

２．

鶴
岡
市
・
都
市
計
画
に
於

け
る
線
引
き
の
導
入

鶴
岡
市
は
日
本
海
に
面
す
る

山
形
県
の
西
部
に
位
置
し
、
平

成
17
年
10
月
、
近
隣
４
町
１
村

と
合
併
し
、人
口
14
万
２
千
人
、

面
積
１，
３
１
１
km2
（
安
曇
野

市
332
km2
）
の
城
下
町
の
原
形

を
色
濃
く
残
し
て
い
る
数
少
な

い
都
市
と
い
わ
れ
て
い
る
。

平
成
13
年
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
線
引
き
導
入
を
位

・
視
察
日
程

10
月
２
日
〜
４
日

・
視
察
地
と
目
的

１．

福
島
県
三
春
町

（
上
下
水
道
業
務
の
民
間

委
託
に
つ
い
て
）

２．

山
形
県
鶴
岡
市

（
都
市
計
画
に
お
け
る
線

引
き
導
入
に
つ
い
て
）

１．

三
春
町
・
上
下
水
道
業
務

の
民
間
委
託

三
春
町
で
は
平
成
10
年
度
か

ら
水
道
、
簡
易
水
道
、
公
共
下

水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
個
別

排
水
処
理（
合
併
処
理
浄
化
槽
）

の
５
事
業
を
同
一
部
門
で
実
施

す
る
こ
と
と
し
、
平
成
12
年
度

か
ら
「
企
業
局
」
と
し
た
。

（
平
成
13
年
度
に
は
宅
地
造
成

事
業
も
統
合
）
こ
れ
ら
す
べ
て

の
事
業
に
地
方
公
営
企
業
法
を

適
用
し
て
い
る
。

事
業
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
①
管
理
業
務
の
集
中
に
よ

る
人
員
・
経
費
の
節
減
②
技
術

職
員
の
集
中
配
置
③
住
民
・
業

者
に
対
す
る
窓
口
一
本
化
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
向
上
④
下
水
道
事

業
の
総
合
的
整
備
と
住
民
負
担

の
統
一
な
ど
と
し
て
い
る
。

平
成
14
年
の
水
道
法
の
改
正

に
よ
り
、
水
道
事
業
者
に
よ
る

業
務
委
託
が
制
度
化
さ
れ
た
が

建
設
水
道
委
員
会

置
づ
け
、
平
成
16
年
５
月
に
線

引
き
を
実
施
し
た
。

①
線
引
き
導
入
の
背
景

農
業
情
勢
の
悪
化
と
、
規
制

緩
和
に
よ
り
、
農
村
部
で
の
開

発
圧
力
が
高
ま
る
中
で
、
郊
外

部
の
農
地
が
商
業
施
設
や
宅
地

な
ど
へ
の
転
用
が
進
み
、
中
心

部
の
人
口
は
大
幅
に
減
少
し
、

百
貨
店
・
ス
ー
パ
ー
が
撤
退
し

た
り
、
空
店
舗
も
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
た
。
平
成
６
年
は
、
ほ

場
整
備
が
完
了
し
た
市
内
農
地

の
転
用
禁
止
期
限
が
８
年
後
に

切
れ
る
と
優
良
農
地
の
保
全
が

事
実
上
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま

う
。

②
目
標
と
す
る
ま
ち
づ
く
り

「
人
口
規
模
に
応
じ
た
コ
ン

パ
ク
ト
な
市
街
地
の
形
成
」、

形
態
的
概
念
で
の
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
で
は
な
く
、
都
市
と
農

村
の
バ
ラ
ン
ス
の
図
ら
れ
る
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
。

③
市
街
地
調
整
区
域
の
土
地
利
用

既
成
市
街
地
、
既
存
集
落
、

工
業
団
地
、
既
存
工
業
地
は
、

都
市
計
画
法
第
34
条
８
号
の
３

に
基
づ
く
条
例
を
制
定
し
、
一

定
の
開
発
・
建
築
及
び
既
存
集

落
内
、
ま
た
は
隣
接
す
る
土
地

で
の
優
良
田
園
住
宅
の
建
設
を

認
め
た
。

④
市
民
参
加

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
に
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
よ
り
方
向
性
を
見
出
す
方
法

を
採
っ
た
。

⑤
課
題

・
新
市
に
お
け
る
都
市
計
画

・
広
域
都
市
圏
で
の
課
題



視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告

松
本
広
域
連
合
は
、
安
曇
野

市
を
含
む
３
市
１
町
５
村
で
構

成
さ
れ
、
広
域
に
関
わ
る
「
ふ

る
さ
と
市
町
村
計
画
」「
広
域

消
防
に
関
す
る
事
務
」「
介
護

認
定
審
査
や
障
害
程
度
区
分
認

定
審
査
」
等
を
主
な
事
務
事
業

と
し
て
い
る
、
特
別
地
方
公
共

団
体
で
あ
る
。

松
本
広
域
連
合
議
会
は
定
員

26
名
の
議
員
で
構
成
さ
れ
、
議

会
運
営
委
員
会
、
総
務
民
生
委

員
会
、
消
防
委
員
会
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。

安
曇
野
市
か
ら
は
、
５
名
の

議
員
が
選
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
委
員
会
に
所
属
を
し
て
い

る
。視

察
を
、
平
成
19
年
10
月
18

〜
19
日
、
総
務
民
生
委
員
会

（
視
察
地
３
カ
所
）、
消
防
委
員

会
（
視
察
地
２
カ
所
）
そ
れ
ぞ

れ
実
施
し
た
。

◆
広
域
ま
ち
づ
く
り
・
広
域
観

光
事
例
に
学
ぶ

総
務
民
生
委
員
会

○「
近
世
高
岡
の
文
化
遺
産
群
」

を
市
民
と
連
携
し
、
世
界
遺

産
登
録
運
動
に
取
り
組
む
　

富
山
県
高
岡
市

高
岡
市
に
は
、
前
田
家
に
ゆ

か
り
を
持
つ
寺
院
・
城
な
ど
の

文
化
遺
産
群
が
あ
る
。
高
岡

市
・
富
山
県
が
共
同
提
案
と
し

て
文
化
庁
に
、
世
界
遺
産
登
録

の
運
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
運
動
を
中
心
に
市
民
と
連

携
を
し
て
、
文
化
伝
統
を
生
か

し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
が
行
わ

れ
て
い
る
。

市
民
と
の
連
携
で
は
、
60
団

体
参
加
に
よ
る
、
市
民
団
体

「
世
界
文
化
遺
産
を
め
ざ
す
高

岡
市
民
の
会
」
が
結
成
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
マ
ス
コ

ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま
た
映

画
・
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
と
し
て

の
広
報
に
努
め
、
情
報
発
信
を

し
て
い
る
。
観
光
面
に
大
き
な

影
響
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。「

ま
ち
づ
く
り
」「
観
光
振

興
」
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
市

民
団
体
と
良
い
関
わ
り
を
持
ち

な
が
ら
も
、
お
互
い
に
足
ら
な

い
部
分
を
補
完
し
な
が
ら
進
め

る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
当
広

域
連
合
の
参
考
に
し
て
行
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

○
広
域
に
よ
る
観
光
振
興
・
観

光
資
源
発
掘
な
ど
に
取
り
組

む
　

高
岡
地
区
広
域
圏
事
務
組
合

こ
の
組
合
は
、
高
岡
・
氷

見
・
小
矢
部
の
３
市
で
組
織
し

て
い
る
広
域
事
務
組
合
で
あ

る
。当

組
合
は
圏
域
の
活
性
化
と

一
層
の
発
展
を
図
る
た
め
、
広

域
活
動
計
画
を
策
定
し
て
い

る
。概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
観
光
・
地
場
産
業
振
興
事
業

エ
リ
ア
ガ
イ
ド
作
成
事
業
・

観
光
資
源
発
掘
と
研
究
事
業
・

広
域
観
光
推
進
事
業
な
ど
５
事

業
。

・
高
岡
地
区
広
域
圏
「
広
域
ま

ち
づ
く
り
会
議
」
の
設
置

構
成
市
と
民
間
各
種
団
体
か

ら
な
る
20
人
の
委
員
で
構
成
。

当
広
域
連
合
で
も
、
組
織
的

な
官
民
連
携
に
よ
る
取
り
組
み

の
必
要
性
を
感
じ
た
。

○
ブ
ラ
ン
ド
、
特
産
品
の
生

産
・
産
業
の
育
成
に
取
り
組

む

岐
阜
県
郡
上
市

「
郡
上
市
ブ
ラ
ン
ド
」
創
出

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、
二
つ

の
取
り
組
み
事
例
を
視
察
し

た
。人

口
２，
０
０
０
人
く
ら
い

の
一
地
区
が
、
地
場
ト
マ
ト
を

使
用
し
た
加
工
製
品
を
「
郡
上

市
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
確
立
し

た
事
例
。
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

か
ら
出
発
を
し
、
現
在
は
地
場

の
企
業
㈱
に
発
展
し
た
。

商
工
会
が
中
心
と
な
っ
て
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
「
奥
美
濃
カ
レ

ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
り
、

販
売
・
広
報
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
。
地
域
・
商
工
会
・
行
政

が
一
体
と
な
っ
た
「
ま
ち
お
こ

し
事
業
」
と
し
て
進
め
ら
れ
、

マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
実
態
が
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
・
観
光
を
始
め

と
す
る
事
業
な
ど
は
、
構
成
自

治
体
の
課
題
を
広
域
的
な
観
点

か
ら
捉
え
、
地
域
・
団
体
の
民

と
行
政
の
官
が
連
携
を
し
て
組

織
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
当

広
域
連
合
に
も
求
め
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
た
。

◆
消
防
委
員
会

１．

長
岡
市
消
防
本
部

長
岡
市
は
、
平
成
17
年
４
月

に
４
町
２
村
、
平
成
18
年
１
月

に
１
市
２
町
１
村
と
合
併
し
、

人
口
28
万
人
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
７
月
16
日
に
発
生
し
た
新

潟
中
越
沖
地
震
に
よ
り
、
災
害

の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
た
。

「
前
よ
り
前
へ
長
岡
〜
人
が

育
ち
地
域
が
輝
く
〜
」
を
合
言

葉
に
、
市
民
が
一
丸
と
な
り
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。

・
新
潟
中
越
沖
地
震
に
お
け
る

消
防
活
動

活
動
の
概
要
は
、
当
日
は
55

名
が
勤
務
し
、
震
災
発
生
後
、

直
ち
に
消
防
対
策
本
部
を
設

置
、
全
車
両
を
車
庫
外
へ
出
し

出
動
体
制
を
確
保
し
、
通
信
回

線
、庁
舎
の
被
害
状
況
を
調
査
、

庁
舎
は
い
た
る
所
に
亀
裂
、
剥

離
及
び
地
盤
の
陥
没
が
認
め
ら

れ
た
が
、
機
能
上
支
障
は
な
か

っ
た
。
勤
務
職
員
以
外
の
職
員

召
集
は
、
発
生
後
１
時
間
以
内

に
75
％
、
２
時
間
以
内
に

100
％
の
参
集
が
さ
れ
た
。
活

動
状
況
は
、
火
災
出
動
が
５
件

で
原
因
は
漏
洩
し
た
都
市
ガ
ス

の
爆
発
２
件
、
電
源
コ
ー
ド
の

破
断
線
、
漏
洩
し
た
ア
ル
コ
ー

ル
に
着
火
、
不
明
が
各
１
件
で

あ
っ
た
。

救
助
活
動
は
10
月
27
日
ま
で

の
地
震
に
よ
る
出
動
は
10
件

で
、
が
け
崩
れ
現
場
で
の
救
出

４
件
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
の

救
出
４
件
そ
の
他
２
件
で
43
人

（
死
者
３
人
含
む
）
を
救
出
し

た
。
救
急
出
動
は
11
月
５
日
ま

で
の
間
で
、
664
件
、
延
べ
639

人
を
搬
送
し
た
。主
な
内
容
は
、

落
下
・
転
倒
22
件
、
高
温
物
11

件
、
ガ
ラ
ス
等
９
件
で
、
大
半

が
軽
症
で
あ
っ
た
。
発
生
か
ら

救
急
要
請
が
殺
到
し
、
保
有
す

る
７
台
の
救
急
車
で
は
対
応
が

取
れ
ず
、
資
機
材
搬
送
車
等
の

緊
急
車
両
を
活
用
し
た
。
長
岡

市
内
の
基
幹
病
院
は
、
大
き
な

被
害
も
な
く
搬
送
し
た
傷
病
者

全
て
を
収
容
し
、
円
滑
な
救
急

活
動
が
さ
れ
た
。

緊
急
消
防
応
援
隊
は
午
後
６

時
36
分
に
新
潟
市
消
防
局
に
応

援
を
要
請
。
午
後
７
時
20
分
に

新
潟
県
が
国
に
対
し
て
応
援
要

請
を
行
い
、
発
災
後
２
時
間
以

内
に
県
内
応
援
隊
の
第
一
陣
が

到
着
し
、
救
急
活
動
に
従
事
し

た
。課

題
と
し
て
、
①
情
報
収
集

の
困
難
が
あ
っ
た
。
地
震
が
夕

方
発
生
し
た
た
め
、
日
没
に
よ

り
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
情
報

収
集
が
で
き
ず
困
難
を
極
め

た
。
ま
た
、
発
生
直
後
か
ら
報

道
機
関
等
か
ら
の
照
会
が
多

く
、
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
た
。

②
無
線
関
係
は
、
出
動
部
隊
が

多
か
っ
た
た
め
、
周
波
数
を
指

定
し
交
信
し
た
が
無
線
が
輻
輳

（
ふ
く
そ
う
）
し
交
信
が
困
難

で
あ
っ
た
。

所
感
と
し
て
、
情
報
収
集
が

困
難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
自

衛
消
防
団
員
に
よ
る
情
報
提
供

が
必
要
で
あ
り
、
各
消
防
団
と

の
更
な
る
連
携
、
及
び
医
療
機

関
等
を
含
め
、
よ
り
一
層
の
連

携
を
図
る
訓
練
が
必
要
と
感
じ

た
。

２．

富
山
防
災
セ
ン
タ
ー

地
震
体
験
装
置
に
よ
り
、
新

潟
地
震
等
の
実
際
の
振
動
を
体

験
し
た
。
防
災
活
動
や
災
害
復

旧
に
使
用
す
る
各
災
害
対
策
車

両
７
台
の
説
明
を
受
け
た
。

①
対
策
本
部
車
〜
応
急
対
策

で
10
畳
間
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
が

と
れ
る
。
②
照
明
車
③
排
水
ポ

ン
プ
車
④
衛
星
通
信
車
〜
災
害

時
の
通
信
回
線
不
通
時
に
通
信

衛
星
を
中
継
す
る
。
⑤
無
線
操

縦
用
建
設
機
械
〜
二
次
災
害
防

止
で
人
が
乗
ら
な
く
て
も
操
縦

で
き
る
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
。

所
感
と
し
て
、防
災
・
災
害

に
関
す
る
知
識
を
学
ぶ
た
め

の
展
示
室
が
あ
り
、
地
域
住

民
の
防
災
普
及
啓
発
に
有
効

で
あ
る
。
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「傍聴は自分の為に」
―話題が豊富になる

ˇ山勝行（穂高地域）

「議会だより第８号」報告後、以下６件の議会

行政視察を受け入れました。

それぞれの担当部および議会常任委員長が対応

いたしました。

10月30日（火） 北茨城市議会議員

・新公共交通システムについて

・行財政改革大綱と、行政経営改革プランに

ついて

11月１日（木） 静岡県芝川町議会議員

・合併に係る効果等諸問題について

11月７日（水） 埼玉県熊谷市議会議員

富山県議会議員

・新公共交通システムについて

1１月14日（水） 千葉県市川市議会議員

・合併について

・セダン特区について

・女性消防団について

11月15日（木） 東京都江戸川区議会議員

・安曇野市議会棟視察見学

議会行政視察受入れ報告議会行政視察受入れ報告

新市将来構想が掲げた『豊かな自然環境・景観・暮ら

しやすさを組み合わせた田園都市の創造』の実現は、目

標に向かって10万市民一人ひとりが力を合わせて、自治能

力を向上させる事に尽きると思います。

さてそこで、議会がその重要なポイントを握っており

ます。具体的な重点施策への追求、条例の改善と新設、

活発な議員提案、そして全ての情報公開などを通して、

豊かで平和で住んでみてああ良かったと思える安曇野市

の構築を期待します。

さて、2007年最後の議会であり、新市になり４年任期の

折り返し点を過ぎた大切な時期である議会を傍聴して、28

名の議員さん全員が懸命に研究努力している姿を拝聴し

て大変心強く感謝しております。

今回は19名の一般質問でしたが、４名は生の声を議場で

聞き、残りは全員の質疑応答をテレビ中継で聞きました。

ほとんどの人が一問一答形式で質問したが、非常にだれ

にでも解りやすくて良いと思います。ただ、前置きの長

い人、抽象的な人、重複する人、何を質問し何を答弁し

ているか理解に苦しむ事も多少ありましたが、やがて改

善されることと思います。

開かれた議会であるためにも残念なのは傍聴者が非常

に少ないことです。多忙な市民のためにも、土・日曜日

とか、夜５地区持ち回りで議会を開催するなどの努力と

工夫をすれば、議会がより身近なものになると思います。

住民と議会が一体となって、未来に向かって希望の持

てるふるさと創りに邁進しようではありませんか。微力

ながら私も頑張ります。

広報委員が変わりました。よろしくお願いします。
昨年の12月議会で、市民憲章の制定が提案され可決された。その中の将
来都市像は「北アルプスに育まれたこころ輝く田園都市安曇野」である。
実現に向けて、早く周知し、広く市民の理解と協力を求めなければならない。
昨年は、食べ物の偽りと嘘と騙しが日本列島に噴出した。生産者が心を
込めて育てた農畜産物を勝手に欺き、己の利のため加工して人を騙すのは
許せない。国は予算を付け法令遵守や品質管理を促すという。善良な農業
者まで無用な規制をしないでほしい。今年も心を込めて農業生産に励み、
安全・安心の食べ物を生産し提供したい。 （黒岩宏成）

＊議会広報特別委員会＊
委 員 長　黒岩宏成
副委員長　松森幸一
委　　員　下里喜代一　宮澤孝治　丸山祐之

吉田満男　　浜　昭次　小林紀之
高山喬樹　　松尾　宏

平成20年安曇野市議会
3月定例会会期日程（予定）

2月25日（月曜日・開会）～3月17日（月曜日・
閉会）頃を予定しています。

平成20年安曇野市出初式分列行進


